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国
語
教
科
書
と
能
楽（
続
）
佐
藤
和
道
は
じ
め
に
拙
稿
「
国
語
教
科
書
と
能
楽
」（『
能
と
狂
言
』
一
四
号
、
平
成
二
八
）で
は
、
明
治
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
至
る
能
楽
と
学
校
教
育
、
教
科
書
に
つ
い
て
論
じ
た
。
本
稿
で
は
引
き
続
き
、
戦
中
及
び
戦
後
の
動
向
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
る
。
一
、
国
定
教
科
書
か
ら
暫
定
教
科
書
へ
昭
和
十
二
年
三
月
、
国
体
観
念
の
明
徴
と
教
学
刷
新
の
趣
旨
に
沿
う
も
の
と
し
て
「
中
学
校
教
授
要
目
中
改
正
」（
文
部
省
訓
令
第
九
号
）が
公
布
さ
れ
た
。
同
改
正
に
お
い
て
国
語
漢
文
科
は
「
我
ガ
国
民
性
ノ
特
質
ト
国
民
文
化
ノ
由
来
ト
ヲ
明
ニ
ス
ル
コ
ト
ニ
注
意
シ
国
民
精
神
ノ
涵
養
ニ
資
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
」「
国
民
性
ノ
具
現
タ
ル
コ
ト
及
国
語
ノ
教
養
ガ
国
民
ノ
自
覚
ヲ
促
シ
品
位
ヲ
高
ム
ル
所
以
ナ
ル
コ
ト
ヲ
会
得
セ
シ
メ
テ
国
語
愛
護
ノ
念
ヲ
培
フ
ト
共
ニ
美
的
・
道
徳
的
情
操
ヲ
陶
冶
ス
ベ
シ
」（（
１
）
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
官
報
」）と
規
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
昭
和
十
八
年
一
月
の
「
中
等
学
校
令
」（
勅
令
第
三
十
六
号
）と
同
年
三
月
の
「
中
学
校
教
科
教
授
及
修
練
指
導
要
目
」（
文
部
省
訓
令
第
二
号
）に
お
い
て
、
国
語
漢
文
科
は
「
国
民
科
」
へ
と
統
合
さ
れ
る
。
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教
授
要
旨
マ
マ
国
民
科
国
語
ハ
正
確
ナ
ル
国
語
ノ
理
会
ト
発
表
ト
ノ
能
力
ヲ
養
フ
ト
共
ニ
古
典
ト
シ
テ
ノ
国
文
及
漢
文
ヲ
習
得
セ
シ
メ
国
民
的
思
考
感
動
ヲ
通
ジ
テ
国
民
精
神
ヲ
涵
養
シ
我
ガ
国
文
化
ノ
創
造
発
展
ニ
培
フ
モ
ノ
ト
ス（
以
下
略
）
教
授
方
針
一
国
語
ガ
国
民
的
思
考
感
動
ノ
具
現
ニ
シ
テ
且
之
ヲ
形
成
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
所
以
ヲ
明
ニ
シ
国
語
ノ
正
確
ナ
ル
理
会
・
発
表
ノ
能
力
ヲ
養
ヒ
国
語
尊
重
ノ
精
神
ヲ
涵
養
ス
ベ
シ
一
古
典
ト
シ
テ
ノ
国
文
ヲ
通
ジ
テ
皇
国
ノ
伝
統
ト
其
ノ
表
現
ト
ヲ
会
得
セ
シ
メ
国
民
生
活
ノ
発
展
ト
皇
国
文
化
ノ
創
造
ト
ニ
培
フ
ベ
シ（
以
下
略
）
教
授
事
項
一
講
読
ハ
皇
国
ノ
道
ノ
具
現
タ
ル
各
時
代
ノ
国
文
ト
皇
国
ノ
発
展
ニ
寄
与
セ
ル
漢
文
ト
ノ
中
ヨ
リ
醇
正
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
選
ビ
之
ガ
正
確
ナ
ル
読
誦
ト
解
釈
ト
ヲ
課
シ
教
材
ニ
依
リ
テ
ハ
暗
誦
・
書
取
ヲ
課
ス
ベ
シ（
以
下
略
）
（「
中
学
校
教
科
教
授
及
修
練
指
導
要
目
」）
右
改
正
で
は
特
に
古
典
重
視
の
方
針
が
示
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
教
科
書
の
編
纂
に
も
反
映
さ
れ
た
。
す
で
に
昭
和
十
六
年
度
よ
り
教
科
書
は
各
教
科
五
種
に
限
定
す
る
こ
と（（
２
）
五
種
選
定
）が
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
十
八
年
の
改
正
中
学
校
令
に
よ
っ
て
教
科
書
は
文
部
省
作
成
の
一
種
に
限
る
こ
と
が
示
さ
れ
た（
教
科
書
国
定
化
）。
こ
れ
を
受
け
て
作
成
さ
れ
た
の
が
『
中
等
国
文
』（
一
〜
五
）及
び
『
国
文
六
』
で
あ
る
。
以
下
に
吉
田
裕
久
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
同
書
の
編
纂
趣
意
書
を
掲
げ
る
。
中
等
国
文
は
、「
皇
国
ノ
道
ノ
具
現
タ
ル
各
時
代
ノ
国
文
」
を
、
中
等
漢
文
は
「
皇
国
ノ
発
展
ニ
寄
与
セ
ル
漢
文
」
を
、
学
年
に
従
ひ
学
習
者
の
心
身
発
達
の
程
度
に
応
じ
て
採
択
排
列
し
、
文
法
・
作
文
・
話
方
と
相
俟
つ
て
、「
国
語
ノ
正
確
ナ
ル
理
会
・
発
表
56
ノ
能
力
」
を
養
ひ
、
国
語
が
「
国
民
的
思
考
感
動
ノ
具
現
ニ
シ
テ
且
コ
レ
ヲ
形
成
ス
ル
モ
ノ
」
で
あ
る
所
以
を
明
ら
か
に
し
て
、
皇
国
の
伝
統
並
び
に
東
亜
の
思
想
・
文
化
と
そ
の
表
現
と
を
会
得
さ
せ
、
以
つ
て
「
国
民
生
活
ノ
発
展
」
と
「
皇
国
文
化
ノ
創
造
」
と
に
培
は
う
と
し
た
。
か
く
の
如
き
任
務
を
遂
行
し
達
成
す
る
た
め
に
、
教
材
採
択
の
基
準
は
二
つ
の
方
向
を
採
つ
た
。
一
つ
は
、
「
古
典
へ
」
の
方
向
、
一
つ
は
「
古
典
か
ら
」
の
方
向
で
あ
る
。
更
に
い
へ
ば
、
中
学
校
に
於
い
て
課
し
得
べ
き
古
典
に
は
、
程
度
の
上
か
ら
い
つ
て
も
、
量
の
上
か
ら
い
つ
て
も
、
限
度
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
古
典
を
読
破
し
会
得
す
る
準
備
的
教
材
と
、
さ
う
い
ふ
古
典
の
歴
史
的
意
義
及
び
現
代
的
意
義
を
示
す
べ
き
発
展
的
教
材
と
を
加
へ
て
、
古
典
を
学
習
さ
せ
る
課
程
と
し
た
。
こ
の
二
つ
の
方
向
を
存
立
さ
せ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
古
典
と
学
習
者
と
を
関
連
づ
け
、
教
材
と
し
て
の
古
典
の
位
置
と
意
義
と
を
確
立
し
よ
う
と
し
た
。（
中
略
）
尚
、
教
授
の
方
法
は
、
正
確
な
る
読
誦
を
重
ん
じ
、
反
復
熟
読
に
よ
つ
て
理
会
の
根
基
に
培
ふ
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
語
句
の
註
解
、
全
文
の
解
釈
の
如
き
、
簡
に
し
て
要
を
得
る
を
旨
と
し
、「
読
書
百
編
義
自
見
」
底
の
指
導
を
念
と
し
、
読
誦
も
十
分
で
き
な
い
の
に
、
徒
ら
に
解
釈
に
走
り
、
批
評
に
深
入
り
す
る
如
き
、
軽
薄
な
る
指
導
に
陥
つ
て
は
な
ら
な
い
。
教
材
に
よ
つ
て
は
暗
誦
を
課
し
、
理
会
と
し
て
の
読
誦
か
ら
、
表
現
と
し
て
の
朗
読
に
達
せ
し
め
、
以
つ
て
古
典
朗
読
の
歓
び
を
体
感
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
（「（
４
）
吉
田
裕
久
『
中
等
国
文
』（
１
９
４
３
）の
研
究
―
編
纂
理
念
と
指
導
法
を
中
心
に
―
」、
傍
線
私
注
、
以
下
同
じ
）
【
国
定
教
科
書
男
子
用
】
中
等
国
文
一
昭
１８
・
１２
１
富
士
の
高
嶺（
万
葉
集
）↓
６
戦
国
の
武
士（
常
山
紀
談
）
９
武
士
気
質（
藩
翰
譜
）
【
国
定
教
科
書
女
子
用
】
中
等
国
文
一
昭
１８
・
１２
１
富
士
の
高
嶺
↓
５
戦
国
の
女
性（
常
山
紀
談
）
７
五
月
の
空（
十
訓
抄
）
【
暫
定
教
科
書
男
子
用
】
中
等
国
語
一
国
文
篇
前
昭
２１
・
３
↓
１
富
士
の
高
嶺（
万
葉
集
）
↓
２
親
心（
雲
萍
雑
志
）
【
新
制
中
学
用
】
中
等
国
語
一
昭
２２
・
２
１１０
末
広
が
り（
狂
言
）
２
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１０
親
心（
雲
萍
雑
志
）↓
１１
朝
の
こ
こ
ろ（
橘
曙
覧
）
中
等
国
文
二
昭
１９
・
８
１
わ
た
つ
み（
万
葉
集
）
３
一
門
の
花（
平
家
物
語
）↓
４
す
す
き
の
穂（
良
寛
・
大
隈
言
道
他
）↓
６
大
君
の
へ
に（
太
平
記
）
８
士
風（
駿
台
雑
話
）
１０
創
始
者
の
苦
心（
蘭
学
事
始
）↓
中
等
国
文
三
昭
１８
・
１２
１
宇
智
の
大
野（
万
葉
集
）
２
草
薙
の
太
刀（
古
事
記
）
４
源
家
の
ほ
ま
れ（
平
家
物
語
）
５
浮
島
が
原（
義
経
記
）
６
磯
も
と
ど
ろ
に（
源
実
朝
）
７
大
塔
宮（
太
平
記
）
８
文
武
の
道（
神
皇
正
統
記
）
中
等
国
文
四
昭
１９
・
９
１
鞆
の
音（
万
葉
集
）↓
２
大
国
主
神（
古
事
記
）↓
３
人
臣
の
道（
神
皇
正
統
記
）
４
菊
池
一
族（
太
平
記
）
５
月
天
心（
与
謝
蕪
村
）↓
９
松
陰
と
家
庭（
吉
田
松
陰
）
１０
高
名
の
木
の
ぼ
り（
徒
然
草
）↓
中
等
国
文
五
昭
２０
・
１
１
若
菜（
古
今
和
歌
集
）↓
９
父
の
仇（
太
平
記
・
吉
野
拾
遺
）
１２
山
里（
太
田
垣
蓮
月
「
海
女
の
刈
藻
」）
１３
親
心
↓
１５
旧
都
の
月（
平
家
物
語
）
中
等
国
文
二
昭
１９
・
８
１
豊
旗
雲（
万
葉
集
）
２
大
君
の
へ
に
↓
５
一
萬
と
箱
王（
曽
我
物
語
）
１０
和
歌
の
四
季（
佐
々
木
信
綱
・
近
世
和
歌
）
１１
亡
き
あ
と（
志
士
書
簡
）
１３
屋
島（
平
家
物
語
）
中
等
国
文
三
昭
１９
・
１
１
鞆
の
音
↓
２
大
国
主
神
↓
４
浮
島
が
原
５
小
袖
曽
我（
謡
曲
）
８
涼
風（
松
尾
芭
蕉
・
小
林
一
茶
）↓
１０
忠
度（
平
家
物
語
）
１１
磯
も
と
ど
ろ
に
１２
士
風
１３
左
の
手（
北
辺
随
筆
）↓
中
等
国
文
四
昭
１９
・
９
１
大
宮
の（
万
葉
集
）
２
人
臣
の
道
３
草
薙
の
太
刀
４
高
名
の
木
の
ぼ
り
↓
５
月
天
心
↓
後
昭
２１
・
８
↓
６
一
門
の
花（
平
家
物
語
）↓
↓
８
す
す
き
の
穂（
良
寛
・
大
隈
言
道
・
橘
曙
覧
）
↓
１０
創
始
者
の
苦
心（
蘭
学
事
始
）↓
中
等
国
語
二
国
文
篇
前
昭
２１
・
３
↓
１
豊
の
年（
万
葉
集
）
↓
２
大
国
主
神（
古
事
記
）
↓
５
高
名
の
木
の
ぼ
り（
徒
然
草
）
↓
６
月
天
心（
与
謝
蕪
村
）
後
昭
２１
・
８
１０
学
び
の
道（
玉
勝
間
）
中
等
国
語
三
国
文
篇
前
昭
２１
・
３
↓
１
若
菜（
古
今
和
歌
集
）↓
↓
２
や
ま
と
う
た（
古
今
集
仮
名
序
）
↓
３
春
は
曙（
枕
草
子
）↓
↓
４
先
達（
徒
然
草
）
↓
５
奥
の
細
道（
奥
の
細
道
）↓
後
昭
２１
・
８
↓
１
天
の
香
具
山（
新
古
今
和
歌
集
）↓
↓
２
あ
づ
ま
ぢ（
更
級
日
記
・
十
六
夜
日
記
）
↓
６
敷
島
の
道（
増
鏡
）
↓
７
恩
賜
の
御
衣（
大
鏡
）
国
語
四
国
文
篇
昭
２１
・
３
↓
１
倭
建
命（
古
事
記
）
↓
４
創
始
者
の
苦
心（
蘭
学
事
始
）
中
等
国
語
二
昭
２２
・
３
１↓
６
一
門
の
花（
平
家
物
語
）
７
舞
へ
舞
へ
か
た
つ
む
り（
梁
塵
秘
抄
）
２５
万
葉
秀
歌（
斎
藤
茂
吉
）
３４
鬼
に
こ
ぶ
と
ら
る
ゝ
こ
と（
宇
治
拾
遺
物
語
）
↓
７
ひ
さ
か
た
の（
古
今
集
）
中
等
国
語
三
昭
２２
・
３
１↓
１
天
の
香
久
山（
新
古
今
和
歌
集
）
９
長
歌（
万
葉
集
・
良
寛
）
１０
羽
衣（
謡
曲
）
２４
芭
蕉
の
名
句（
穎
原
退
蔵
「
芭
蕉
の
名
句
」）
３↓
５
随
筆
二
題（
枕
草
子
・
徒
然
草
）
【
新
制
高
校
用
】
高
等
国
語
一
昭
２２
・
３
上３
太
郎
冠
者（
太
郎
冠
者
行
状
記
）
高
等
国
語
二
昭
２２
・
３
58
２
や
ま
と
う
た（
古
今
集
仮
名
序
）↓
３
春
は
曙（
枕
草
子
）
５
恩
賜
の
御
衣（
大
鏡
）↓
６
光
頼
卿
参
内（
平
治
物
語
）
７
月
の
前（
上
田
秋
成
）
９
天
の
香
具
山（
新
古
今
和
歌
集
）↓
１０
敷
島
の
道（
増
鏡
）↓
１１
吉
野
の
奥（
後
醍
醐
天
皇
ほ
か
）
１２
説
話
三
則（
古
今
著
聞
集
・
十
訓
抄
・
宇
治
拾
遺
物
語
）
１３
靭
猿（
狂
言
）
１５
先
達（
徒
然
草
）↓
１６
奥
の
細
道（
奥
の
細
道
）↓
国
文
昭
２０
・
１
１
撃
ち
て
し
止
ま
む（
古
事
記
）↓
２
た
ぎ
つ
河
内（
万
葉
集
）↓
４
恩
賜
の
御
衣（
大
鏡
）
５
白
良
の
浜（
催
馬
楽
・
梁
塵
秘
抄
）↓
６
橋
合
戦（
平
家
物
語
）
７
早
蕨（
金
槐
和
歌
集
）
９
法
語
抄（
歎
異
抄
・
正
法
眼
蔵
随
聞
記
）
１０
鉢
の
木（
謡
曲
）
１１
由
利
の
八
郎（
吾
妻
鏡
）
１２
葉
隠
抄（
葉
隠
）
１４
奥
の
細
道（
奥
の
細
道
）
１６
直
毘
霊（
古
事
記
伝
）
１７
尊
き
こ
の
身（
平
賀
元
義
・
佐
久
間
東
雄
）
８
縣
居
大
人（
玉
勝
間
）
１１
巴
の
勇
戦（
源
平
盛
衰
記
）
中
等
国
文
五
昭
２０
・
１
１
若
菜
↓
２
や
ま
と
う
た
↓
３
春
は
曙
５
恩
賜
の
御
衣
↓
６
あ
づ
ま
ぢ（
更
級
日
記
）↓
８
天
の
香
具
山
↓
９
月
の
前
１１
敷
島
の
道
↓
１２
吉
野
の
奥
１４
先
達
↓
１５
説
話
三
則
１６
靱
猿
１７
奥
の
細
道
↓
国
文
六
昭
２０
・
１
１
い
で
ま
し（
古
事
記
）
２
青
垣
山（
万
葉
集
）
４
正
月
一
日（
枕
草
子
）
５
賀
宴（
源
氏
物
語
）↓
６
白
良
の
浜
↓
７
大
原
御
幸（
平
家
物
語
）
８
法
語
抄
１０
摂
待（
謡
曲
）
１１
葉
隠
抄
１２
奥
の
細
道
１４
直
毘
霊
１５
尊
き
こ
の
身
１６
松
陰
と
家
庭
↓
２
白
珠（
万
葉
集
）↓
↓
３
賀
宴（
源
氏
物
語
）
４
源
氏
物
語
論（
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
）
↓
５
白
良
の
浜（
催
馬
楽
・
梁
塵
秘
抄
）
７
年
来
稽
古（
風
姿
花
伝
）↓
【
暫
定
教
科
書
女
子
用
】
中
等
国
語
一
国
文
篇
前
昭
２１
・
３
↓
１
富
士
の
高
嶺
↓
２
親
心
中
等
国
語
二
国
文
篇
前
昭
２１
・
３
↓
１
豊
の
年
↓
４
涼
風（
松
尾
芭
蕉
・
小
林
一
茶
）
↓
５
左
の
手（
北
辺
随
筆
）
↓
６
高
名
の
木
の
ぼ
り
↓
中
等
国
語
三
国
文
篇
前
昭
２１
・
３
↓
１
若
菜
↓
↓
２
や
ま
と
う
た
↓
３
春
は
曙
↓
↓
５
先
達
↓
６
奥
の
細
道
↓
国
語
四
昭
２１
・
３
男
子
用
と
共
通
教
材
上↓
２
枕
草
子
抄（
春
曙
抄
）
↓
６
万
葉
集
抄（
万
葉
集
）
下６
源
氏
物
語
小
萩
が
も
と（
源
氏
物
語
）
高
等
国
語
三
昭
２３
・
４
上↓
１
奥
の
細
道（
奥
の
細
道
）
↓
６
年
来
稽
古（
風
姿
花
伝
）
下１
自
然
と
人
生（
松
尾
芭
蕉
・
三
冊
子
ほ
か
）
４
つ
き
あ
ひ
は
格
別（
西
鶴
諸
国
ば
な
し
・
日
本
永
代
蔵
）
７
八
雲
た
つ（
古
事
記
）
（
３
）
資
料
①
国
定
期
教
科
書
に
お
け
る
古
典
教
材
の
推
移
数
字
は
教
材
番
号
、
↓
は
教
科
書
間
に
お
け
る
教
材
の
継
承
関
係
を
示
す
。
男
女
共
通
教
材
の
出
典
は
男
子
の
み
記
し
た
。
和
歌
等
で
出
典
が
複
数
あ
る
も
の
は
作
者
名
を
付
し
た
。
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（
５
）
吉
田
に
よ
れ
ば
『
中
等
国
文
』
は
各
学
年
に
二
冊
の
割
り
当
て
で
作
製
さ
れ
『
国
文
六
』
の
み
が
一
冊
で
四
年
生
用
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
資
料
①
に
『
中
等
国
文
』
所
載
の
古
典
教
材
を
一
覧
に
し
て
掲
げ
た
が
、
古
典
教
材
が
か
な
り
の
分
量
を
占
め
て
お
り
、（
６
）
そ
の
中
に
謡
曲（
鉢
木
・
摂
待
）・
狂
言（
靱
猿
）も
含
ま
れ
て
い
る
。
昭
和
二
十
年
八
月
の
終
戦
に
伴
い
、（
７
）
文
部
省
は
教
科
書
に
記
載
さ
れ
た
軍
国
主
義
に
関
す
る
記
述
の
墨
滅
を
指
示
、「
墨
塗
り
教
科
書
」
が
用
い
ら
れ
た
。
次
い
で
翌
昭
和
二
十
一
年
度
は
暫
定
的
に
墨
塗
り
部
分
を
削
除
し
た
教
科
書
を
発
行
し
、
二
十
二
年
度
よ
り
新
編
纂
の
教
科
書
を
作
成
す
る
方
針
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
時
二
十
一
年
度
の
一
年
間
の
み
使
用
さ
れ
た
の
が
、『
中
等
国
語
』（
一
・
二
・
三
）『
国
語
四
』
の
所
謂
「
暫
定
教
科
書
」
で
あ
る
。
暫
定
教
科
書
は
編
纂
に
時
間
的
な
余
裕
が
な
く
そ
の
教
材
の
多
く
を
国
定
教
科
書
『
中
等
国
文
』
に
負
っ
て
い
る
。
両
者
の
継
承
関
係
を
資
料
①
に
「
↓
」
で
示
し
た
が
、
古
典
作
品
で
は
軍
記
物
語
や
近
世
随
筆
な
ど
が
除
か
れ
る
一
方
で
、
中
古
文
学
や
和
歌
な
ど
は
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
た
。
こ
の
時
能
楽
作
品
が
排
除
さ
れ
た
の
は
、
軍
記
物
語
に
材
を
採
り
、
武
士
の
忠
義
を
描
く〈
鉢
木
〉〈
摂
待
〉の
内
容
が
問
題
視
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
吉
田
に
よ
れ
ば
、
暫
定
教
科
書
国
文
篇
に
お
い
て
新
教
材
と
し
て
登
場
し
た
作
品
は
僅
か
七
作
品
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
の
中
で
唯
一
の
古
典
作
品
が
『
風
姿
花
伝
』「
年
来
稽
古
」
で
あ
っ
た
。『
風
姿
花
伝
』
は
、
戦
前
の
教
科
書
で
は
僅
か
に
岩
波
書
店
『
国
語
』（
昭
和
九
・
第
十
巻
第
二
十
課
）に
「
生
涯
稽
古
」
と
題
す
る
西
尾
実
の
文
章
が
採
ら
れ
た
の
み
で
あ
る
。（
１５
）
岩
波
『
国
語
』
は
編
集
主
幹
で
あ
っ
た
西
尾
実
が
「
理
想
的
教
科
書
の
出
版
」
を
意
図
し
て
編
纂
し
た
も
の
で
、
巻
一
巻
頭
に
「
生
き
た
言
葉
」、
第
五
巻
巻
末
に
「
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
伯
号
を
迎
へ
て
」、
最
終
巻（
巻
十
）巻
末
に
「
生
涯
稽
古
」
と
い
う
自
身
の
著
述
三
篇
を
配
し
そ
の
教
育
思
想
を
表
明
し
て
い
る
が
、
中
で
も
「
生
涯
稽
古
」
は
「
国
語
教
育
の
一
つ
の
到
達
点
」（『
国
語
学
習
指
導
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
昭
和
一
一
）と
評
さ
れ
た
よ
う
に
西
尾
の
強
い
思
い
入
れ
を
う
か
が
わ
せ
る
。
実
は
西
尾
は
、
戦
前
の
国
定
教
科
書
『
中
等
国
文
』
編
纂
の
中
核
に
い
た
人
物
で
あ
り
、
同
書
も
岩
波
『
国
語
』
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
暫
定
教
科
書
に
西
尾
が
ど
の
程
度
関
与
し
て
い
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、『
風
姿
花
伝
』
採
録
の
背
景
に
は
西
尾
の
影
響
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を
考
え
る
の
が
穏
当
だ
ろ
う
。
後
述
の
如
く
戦
後
教
科
書
に
お
い
て
能
楽
論
は
教
材
と
し
て
一
定
の
地
位
を
占
め
る
に
至
る
が
、
そ
の
萌
芽
が
暫
定
教
科
書
に
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
さ
ら
に
昭
和
二
十
二
年
か
ら
は
、
新
制
中
学
校
用
に
新
た
に
作
成
さ
れ
た
国
定
教
科
書
『
中
等
国
語
』『
高
等
国
語
』
の
発
行
が
開
始
さ
れ
る
。『
中
等
国
語
』
は
学
年
ご
と
に
三
分
冊（
中
学
二
年
・
三
年
は
漢
文
篇
を
付
し
て
四
分
冊
）、『
高
等
国
語
』
は
各
学
年
二
冊
ず
つ
発
行
さ
れ
た
。
吉
田
に
よ
れ
ば
、
戦
前
の
『
中
等
国
文
』
及
び
暫
定
教
科
書
か
ら
継
続
し
て
採
用
さ
れ
た
教
材
は
一
割
程
に
過
ぎ
ず
、
大
半
が
新
規
に
採
用
さ
れ
た
教
材
だ
と
い
う
。
そ
の
一
方
で
『
中
等
国
語
』
所
載
教
材
の
う
ち
後
継
の
検
定
教
科
書
に
採
用
さ
れ
た
も
の
は
六
割
に
も
上
る
。
つ
ま
り
戦
前
か
ら
の
教
材
の
流
れ
を
断
ち
切
り
、
新
た
に
戦
後
教
科
書
の
モ
デ
ル
を
作
っ
た
と
い
う
点
で
本
書
の
意
義
は
大
き
い
と
い
え
る
。
能
楽
関
連
教
材
に
つ
い
て
言
え
ば
『
中
等
国
語
』
に
は〈
羽
衣
〉〈
末
広
が
り
〉が
、『
高
等
国
語
』
に
『
風
姿
花
伝
』
が
採
ら
れ
て
お
り
、
古
文
で
は
な
い
が
『
高
等
国
語
』
に
は
野
上
豊
一
郎
の
『
太
郎
冠
者
行
状
記
』
の
一
節
も
載
る
。
暫
定
教
科
書
に
お
い
て
い
っ
た
ん
取
り
下
げ
ら
れ
た
能
・
狂
言
が
題
材
を
変
え
て
復
活
し
、
加
え
て
『
風
姿
花
伝
』
が
継
続
し
て
採
用
さ
れ
た
こ
と
で
、
能
・
狂
言
・
能
楽
論
の
三
者
が
教
科
書
に
お
い
て
初
め
て
完
備
さ
れ
た
。
昭
和
三
十
年
代
半
ば
ま
で
は
こ
の
形
式
が
踏
襲
さ
れ
て
い
く
。
（
８
）
一
方
、
小
学
校
向
け
の
国
定
教
科
書（
第
六
期
『
国
語
』
第
五
学
年
上
）に
は
、「
ぶ
す
能
と
き
ょ
う
げ
ん
に
つ
い
て
」
が
掲
載
さ
れ
た
。
本
教
材
は
能
・
狂
言
の
解
説
と
現
代
語
訳
〈
附
子
〉
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
が
、〈
附
子
〉は
冒
頭
部
を
以
下
の
よ
う
に
改
変
し
て
い
る
。
あ
る
村
に
、
け
ち
ん
ぼ
の
だ
ん
な
が
あ
り
ま
し
た
。
お
か
み
さ
ん
を
も
ら
え
ば
、
く
ら
し
に
も
お
金
が
か
か
り
、
着
物
を
き
せ
た
り
、
お
こ
づ
か
い
を
や
っ
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
ず
っ
と
、
ひ
と
り
で
く
ら
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
解
説
部
分
に
も
き
ょ
う
げ
ん
に
は
、
よ
く
、
太
郎
か
じ
ゃ
と
次
郎
か
じ
ゃ
が
、
現
れ
ま
す
。
か
れ
ら
は
、
だ
ん
な
の
ね
こ
か
ぶ
り
を
あ
ば
い
た
り
、
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い
た
ず
ら
を
し
た
り
、
ま
た
、
と
ん
で
も
な
い
へ
ま
を
や
っ
た
り
、
だ
ま
さ
れ
た
り
な
ど
、
よ
わ
い
人
間
の
し
そ
う
な
こ
と
を
な
ん
で
も
や
り
ま
す
。
め
う
え
の
い
ば
っ
た
も
の
に
対
し
て
も
お
そ
れ
ず
、
そ
う
か
と
い
っ
て
、
な
に
を
し
て
も
に
く
ま
れ
な
い
、
お
も
し
ろ
い
人
物
に
な
っ
て
い
ま
す
。
海
後
宗
臣
、
仲
新
編
『
日
本
教
科
書
大
系
近
代
編
』
第
九
巻（
講
談
社
、
昭
和
三
八
）
と
の
記
述
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
は
教
科
書
の
刊
行
と
同
時
期
に
告
示
さ
れ
た
『
昭
和
二
十
二
年
度
学
習
指
導
要
領（
試
案
）』
（
小
・
中
学
校
対
象
、
以
下
「
二
十
二
年
度
試
案
」）が
教
材
の
要
件
に
掲
げ
た
「（
十
一
）
自
由
・
平
等
・
博
愛
・
平
和
・
正
義
・
寛
容
の
思
想
の
理
解
と
発
達
を
助
け
る
も
の
。（
十
二
）
真
・
善
・
美
に
対
す
る
理
解
を
与
え
る
も
の
。（
十
三
）
信
仰
心
を
や
し
な
い
、
ぎ
せ
い
・
責
任
の
精
神
生
活
を
表
わ
し
た
物
語
。」（（
１０
）
国
立
教
育
政
策
研
究
所
「
学
習
指
導
要
領
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
」）に
沿
う
べ
く
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。（
９
）
こ
の
よ
う
に
教
科
書
の
編
纂
に
は
文
部
省（
現
文
科
省
）が
お
よ
そ
十
年
お
き
に
改
訂
す
る
学
習
指
導
要
領
が
強
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
次
節
で
は
高
等
学
校
の
学
習
指
導
要
領
の
変
遷
を
た
ど
り
つ
つ
、
教
科
書
に
お
け
る
能
・
狂
言
の
扱
い
を
考
察
す
る
。
二
、『
昭
和
二
十
六
年
度
学
習
指
導
要
領
試
案
』
と
能
・
狂
言
学
習
指
導
要
領
は
Ｃ
Ｉ
Ｅ（
民
間
情
報
教
育
局
）の
指
導
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
の“C
ourse
of
Study”
を
参
考
に
作
製
さ
れ
、
当
初
は
「
試
案
」
と
し
て
法
的
拘
束
力
を
持
た
な
い
手
引
き
と
し
て
扱
わ
れ
た
。
昭
和
二
十
二
年
三
月
に
告
示
さ
れ
た
「
二
十
二
年
度
試
案
」
は
国
語
科
学
習
指
導
の
目
標
を
「
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
、
聞
く
こ
と
、
話
す
こ
と
、
読
む
こ
と
、
つ
づ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
環
境
に
お
け
る
こ
と
ば
の
つ
か
い
か
た
に
熟
達
さ
せ
る
よ
う
な
経
験
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。」
と
規
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
児
童
・
生
徒
の
言
語
活
動
」
と
し
て
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（
一
）
童
謠
・
童
詩
・
叙
情
詩
・
叙
事
詩
・
和
歌
・
俳
句
な
ど
。
（
二
）
手
紙
・
日
記
・
記
録
・
報
告
・
研
究
・
隨
筆
な
ど
。
（
三
）
童
話
・
ぐ
う
話
・
伝
説
・
伝
記
・
小
説
な
ど
。
（
四
）
脚
本
・
ラ
ジ
オ
台
本
・
シ
ナ
リ
オ
・
よ
び
か
け
・
詩
劇
・
謠
曲
・
狂
言
な
ど
。
の
四
種
を
例
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
「（
一
）
詩
情
表
現
の
む
れ
。（
二
）
思
索
・
記
録
の
む
れ
。（
三
）
物
語
の
む
れ
。（
四
）
演
劇
一
般
の
む
れ
。」
と
名
付
け
て
い
る
。
こ
こ
に
は
す
で
に
経
験
主
義
に
基
づ
く
単
元
学
習
が
標
榜
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
能（
謡
曲
）や
狂
言
は
演
劇
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
高
等
学
校
を
対
象
し
た
最
初
の
資料② 高等学校学習指導要領の変遷
※数字は単位数、●は必修科目・○は選択必修科目・［ ］は選択科目 教科書発行の期間の別
は阿武泉の定義による。なお阿武は第６期までしか扱っていないが、便宜上第７期・第８期を加
えた。
国語（甲）・国語（乙）［２～６］
・漢文［２～６］
国語（甲）・国語（乙）［２～６］
・漢文［２～６］
国語（甲）・国語（乙）［２～６］
・漢文［２～６］
現代国語・古典甲②・古典乙Ⅰ⑤
・古典乙Ⅱ［３］
※現代文と古典の分冊化
現代国語・古典Ⅰ甲
・古典Ⅰ乙［５］・古典Ⅱ［３］
※古典必修化
国語Ⅰ・国語Ⅱ［４］・国語表現［２］
・現代文［３］・古典［４］
※単位数減少
国語Ⅰ・国語Ⅱ［４］・国語表現［２］
・現代文［４］・現代語［２］・古典Ⅰ
［３］・古典Ⅱ［３］古典講読［２］
国語総合④・国語表現Ⅰ②
・国語表現Ⅱ［２］・現代文［４］
・古典［４］・古典講読［２］
国語総合・国語表現［３］
・現代文Ａ［２］・現代文Ｂ［４］
・古典Ａ［２］・古典Ｂ［４］
４月：新制高等学校の教科課程に関す
る件（２３年改正・２４年一部改正）
７月：学習指導要領（試案）（２７年補訂）
１２月：学習指導要領改訂（３３年再訂）
１０月：学習指導要領改訂：教育課程の
基準としての性格の明確化（基礎学力
の充実・系統的学習の重視）
１０月：学習指導要領改訂：教育内容の
一層の向上、教育内容の現代化
８月：学習指導要領改訂：ゆとりある
充実した学校生活の実現、学習負担の
適正化
３月：学習指導要領改訂 社会の変化
に対応できる心豊かな人間の育成
３月：学習指導要領改訂 基礎・基本
を身に着け「生きる力」を育成する
３月：学習指導要領改訂 「思考力・
判断力・表現力」の育成
昭和２２
２３年実施
昭和２６
２６年実施
昭和３０
３１年実施
昭和３５
３８年実施
昭和４５
４８年実施
昭和５３
５７年実施
平成元
６年実施
平成１１
１５年実施
平成２１
２５年実施
第１期
第２期
第３期
第４期
第５期
第６期
第７期
第８期
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指
導
要
領
で
あ
る
昭
和
二
十
六
年
度
の
『
学
習
指
導
要
領
試
案
』（
以
下
「
二
十
六
年
度
試
案
」）で
は
、
経
験
主
義
が
さ
ら
に
徹
底
さ
れ
、
多
様
な
言
語
活
動
に
よ
る
授
業
展
開
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
「
高
等
学
校
の
国
語
科
の
単
元
の
例
」
に
一
章
を
割
き
、
第
一
学
年
の
例
と
し
て
「
古
典
は
わ
れ
わ
れ
の
生
活
と
ど
ん
な
つ
な
が
り
が
あ
る
か
」
を
掲
げ
て
い
る（
資
料
③
）。
こ
こ
で
は
、
単
元
設
定
の
理
由
に
「
古
典
の
持
つ
価
値
を
現
代
に
生
か
す
」
こ
と
を
挙
げ
、
ク
ラ
ス
や
グ
ル
ー
プ
を
単
位
に
し
た
討
議（
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）や
、
図
書
館
や
博
物
館
、
ラ
ジ
オ
放
送
や
映
画
な
ど
を
用
い
た
調
査
研
究
、
手
紙
・
エ
ッ
セ
イ
・
批
評
の
執
筆
や
、
演
劇
・
シ
ナ
リ
オ
の
作
成
な
ど
三
十
を
こ
え
る
学
習
活
動
の
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
指
導
要
領
の
記
載
を
受
け
て
、
教
科
書
は
多
様
な
活
動
を
支
え
る
豊
富
な
教
材
を
収
録
し
、
単
元
学
習
を
念
頭
に
お
い
た
構
成
を
取
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
垣
内
松
三
編
『
高
等
新
国
語
三
上
』（
光
村
図
書
、
昭
和
二
八
）は
「
単
元
四
歌
謡
と
演
劇
」
に
「（
一
）一
つ
松（
記
紀
歌
謡
、『
梁
塵
秘
抄
』、
北
原
白
秋
作
の
歌
謡
十
篇
を
収
録
し
た
も
の
）（
二
）歌
謡
史
に
つ
い
て（
藤
田
徳
太
郎
）（
三
）羽
衣（
世
阿
弥
元
清
）（
四
）鷹
の
井
戸（
ウ
イ
リ
ア
ム＝
バ
ト
ラ＝
イ
エ
ー
ツ
。
松
村
み
ね
子
其
他
共
同
訳
）」
の
四
篇
を
掲
げ
る
。
こ
の
う
ち〈
羽
衣
〉『
鷹
の
井
戸
』
に
つ
い
て
は
（
三
）は
、
謡
曲
中
、
き
わ
め
て
名
高
い
も
の
の
一
つ
、
羽
衣
の
原
文
で
、
そ
の
形
式
や
文
学
表
現
な
ど
を
調
べ
る
資
料
に
し
た
。
（
四
）は
、
日
本
の
謡
曲
に
影
響
を
受
け
た
外
国
の
演
劇
の
一
例
を
掲
げ
た
の
で
、
こ
の
一
例
を
見
て
も
、
歌
謡
と
演
劇
の
つ
な
が
り
が
理
解
さ
れ
る
。
と
記
し
、
学
習
活
動
と
し
て
「
一
般
の
演
劇
と
能
と
比
較
し
、
そ
の
特
色
を
理
解
す
る
。」「
能
と
似
通
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
ど
こ
か
。
歌
舞
伎
と
能
と
の
似
通
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
ど
こ
か
。
一
般
演
劇
と
能
と
違
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
ど
こ
か
。」
等
を
挙
げ
る
。
ま
た
﹇
内
省
﹈
と
い
う
項
目
に
生
徒
同
士
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
様
子
を
例
示
す
る
。
Ｄ
「『
羽
衣
』
の
能
が
見
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
に
美
し
く
、
ど
ん
な
に
整
え
ら
れ
た
世
界
か
と
思
い
ま
す
。
物
語
の
筋
は
、
き
わ
め
て
単
純
で
、
わ
た
し
た
ち
に
は
、
あ
ま
り
興
味
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
あ
の
話
を
、
い
か
に
動
き
と
し
て
結
晶
さ
せ
る
か
、
い
64
資
料
③
「
古
典
は
わ
れ
わ
れ
の
生
活
と
ど
ん
な
つ
な
が
り
が
あ
る
か
」（
抄
出
）
（
一
）
単
元
設
定
の
理
由
古
典
は
古
く
し
て
し
か
も
新
し
い
。
古
典
に
は
わ
れ
わ
れ
の
祖
先
の
さ
ま
ざ
ま
の
生
活
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
る
。
古
典
を
読
み
味
わ
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
祖
先
が
ど
の
よ
う
に
感
じ
、
考
え
、
生
活
を
し
て
い
た
か
を
理
解
し
、
や
が
て
わ
た
く
し
た
ち
の
生
活
を
豊
か
な
よ
り
高
い
深
い
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
古
典
の
読
み
方
を
学
習
し
て
、
古
典
に
親
し
み
を
持
ち
、
わ
れ
わ
れ
の
生
活
と
ど
ん
な
つ
な
が
り
が
あ
る
か
を
考
え
、
古
典
の
持
つ
価
値
を
現
代
に
生
か
す
よ
う
に
心
が
け
る
こ
と
は
、
人
間
形
成
の
上
に
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
（
二
）
目
標
１
古
典
と
自
分
た
ち
の
生
活
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
学
ぶ
。
２
古
典
を
と
お
し
て
過
去
の
時
代
と
過
去
の
人
々
の
生
活
を
理
解
す
る
。
６
わ
れ
わ
れ
の
生
活
に
も
役
に
た
つ
い
ろ
い
ろ
な
性
格
や
行
為
、
た
と
え
ば
、
正
直
・
勇
気
・
親
切
・
ユ
ー
モ
ア
・
公
平
・
思
い
や
り
な
ど
の
例
を
古
典
の
中
に
見
つ
け
だ
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
反
省
し
た
り
、
討
議
し
た
り
す
る
。
１３
ラ
ジ
オ
台
本
や
劇
に
し
く
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
を
発
表
す
る
能
力
を
高
め
る
。
１５
ク
ラ
ス
で
の
討
議
、
小
さ
い
グ
ル
ー
プ
で
の
討
議
、
パ
ネ
ル‐
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム‐
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
会
見
や
朗
読
に
、
効
果
的
に
参
加
す
る
能
力
を
高
め
る
。
１７
自
分
の
意
見
や
思
想
や
感
情
を
手
紙
・
論
文
・
ラ
ジ
オ
台
本
・
劇
や
対
話
な
ど
に
表
現
す
る
能
力
を
高
め
る
。
（
三
）
内
容
３
次
の
よ
う
な
事
が
ら
に
基
い
て
、
研
究
し
た
り
、
討
議
し
た
り
、
話
し
合
っ
た
り
、
報
告
し
た
り
、
パ
ネ
ル‐
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
た
り
、
そ
の
他
、
興
味
の
あ
る
学
習
活
動
を
す
る
。
５
古
典
の
学
習
に
基
い
て
、
手
紙
や
エ
ッ
セ
イ
や
劇
や
シ
ナ
リ
オ
な
ど
を
書
い
て
み
る
。
６
話
す
こ
と
を
古
典
の
学
習
に
基
い
て
行
っ
て
み
る
。
た
と
え
ば
、
劇
を
し
た
り
、
朗
読
を
し
た
り
、
ク
ラ
ス
の
前
に
出
て
話
を
し
た
り
、
物
語
を
し
た
り
、
性
格
を
述
べ
た
り
、
美
し
い
文
章
を
暗
誦
し
た
り
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
聞
い
た
り
、
そ
の
他
、
話
す
こ
と
の
い
ろ
い
ろ
な
学
習
活
動
を
行
っ
て
み
る
。
（
四
）
予
想
さ
れ
る
学
習
活
動
１７
博
物
館
に
見
学
に
行
っ
て
、
古
典
の
物
語
に
関
係
す
る
時
代
に
発
達
し
た
道
具
や
器
械
や
美
術
品
を
研
究
す
る
。
１８
古
典
文
学
に
関
す
る
学
校
放
送
が
あ
る
と
き
に
は
、
ク
ラ
ス
の
す
べ
て
に
聞
か
せ
る
。
放
送
局
か
ら
発
行
さ
れ
る
解
説
書
に
基
い
て
、
準
備
の
た
め
の
学
習
を
す
る
。
お
と
な
向
き
の
ラ
ジ
オ
の
番
組
で
あ
っ
て
も
、
ク
ラ
ス
の
学
習
に
役
だ
つ
よ
う
に
く
ふ
う
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
。
１９
学
校
の
文
芸
雑
誌
に
、
読
ん
だ
古
典
に
つ
い
て
の
批
評
を
発
表
す
る
。
２７
学
級
で
選
ん
だ
題
目
に
つ
い
て
、
フ
ォ
ー
ラ
ム‐
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
円
卓
で
の
討
議
を
行
う
。
２８
学
級
で
の
研
究
に
基
い
て
、
生
徒
が
め
い
め
い
エ
ッ
セ
イ
を
書
く
よ
う
に
さ
せ
る
。
す
べ
て
書
く
こ
と
の
作
業
で
は
、
文
章
の
正
し
さ
や
文
体
や
形
式
に
つ
い
て
特
に
気
を
つ
け
さ
せ
る
。
時
々
は
、
作
文
に
つ
い
て
、
教
え
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
３１
友
だ
ち
へ
、
手
紙
で
古
典
を
読
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
の
経
験
や
感
想
を
書
い
て
送
る
。
３２
物
語
に
出
る
人
物
や
そ
の
物
語
の
著
者
に
か
り
に
な
ら
せ
て
、
そ
れ
に
対
す
る
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー
を
行
う
。
３６
学
習
活
動
の
終
り
ご
ろ
に
、
古
典
に
取
材
し
た
劇
を
生
徒
が
脚
色
し
て
、
全
学
校
生
徒
の
前
で
、
あ
る
い
は
ほ
か
の
二
、
三
の
学
級
の
人
々
の
前
で
演
じ
て
み
る
。
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か
に
音
曲
に
よ
っ
て
色
づ
け
う
る
か
が
知
り
た
い
の
で
す
。
で
き
る
だ
け
簡
素
化
さ
れ
た
人
間
の
姿
、
人
間
の
対
話
、
感
情
の
表
現
と
い
う
も
の
が
見
た
い
の
で
す
。」
Ｃ
「
日
本
の
能
が
外
国
に
ま
で
影
響
を
与
え
た
と
い
う
こ
と
を
、
今
度
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
に
大
き
な
影
響
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
し
か
し
、
こ
の
『
鷹
の
井
戸
』
を
見
ま
す
と
、
た
し
か
に
そ
れ
が
わ
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
渋
さ
と
地
味
な
よ
さ
は
、
日
本
人
つ
ま
り
東
洋
人
に
は
親
し
い
世
界
で
す
が
、
こ
の
ま
ま
は
た
し
て
西
洋
人
に
受
け
ら
れ
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。
あ
ち
ら
で
普
及
す
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。」
Ａ
「
こ
れ
は
大
き
な
問
題
だ
と
思
う
。
と
う
て
い
ぼ
く
た
ち
に
は
解
決
で
き
る
問
題
と
は
思
わ
な
い
が
、
し
か
し
、
日
本
文
化
と
い
う
も
の
を
少
し
で
も
世
界
の
人
た
ち
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
こ
れ
は
よ
く
考
え
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
日
本
が
文
化
国
家
と
し
て
世
界
的
に
地
位
を
占
め
る
と
云
う
念
願
を
持
つ
以
上
、
ど
う
し
て
も
、
日
本
人
だ
け
が
ひ
と
り
よ
が
り
し
て
い
る
時
代
で
は
な
い
と
思
う
。」
Ｂ
「
と
い
っ
て
も
、
日
本
独
特
の
よ
さ
、
特
色
と
い
う
も
の
を
発
散
さ
せ
て
し
ま
っ
て
、
た
だ
諸
外
国
の
人
々
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
歩
調
を
合
わ
せ
た
り
、
こ
び
た
り
す
る
態
度
は
毛
頭
と
る
必
要
は
な
い
。
そ
れ
は
か
え
っ
て
、
日
本
文
化
を
低
く
す
る
こ
と
に
な
り
、
世
界
の
文
化
寄
与
に
は
役
立
た
な
い
と
思
う
。」（
以
下
略
）
右
は
、
表
向
き
は
能
と
歌
謡
や
『
鷹
の
井
戸
』
と
の
比
較
に
よ
っ
て
日
本
文
化
の
特
徴
を
考
え
さ
せ
る
も
の
だ
が
、
そ
の
背
景
に
は
能
が
外
国
演
劇
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
存
在
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
文
化
国
家
と
し
て
再
出
発
を
図
る
日
本
を
象
徴
す
る
存
在
と
し
て
能
を
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
意
図
が
透
け
て
み
え
る
。
実
際
「
二
十
六
年
度
試
案
」
は
「
国
語
学
習
指
導
の
一
般
目
標
」
を
「
国
語
の
学
習
指
導
は
、
全
体
の
教
育
の
一
環
と
し
て
、
民
主
的
な
社
会
を
作
り
、
国
際
的
理
解
と
親
善
を
増
し
、
国
民
道
徳
を
高
め
る
こ
と
に
寄
与
す
る
よ
う
、
常
に
心
が
け
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
規
定
し
て
お
り
、
教
科
書
に
つ
い
て
は
66
教
科
書
の
検
定
制
度
が
実
施
さ
れ
て
、
教
科
書
が
自
由
に
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
教
科
書
の
著
者
は
教
科
書
を
作
る
場
合
、
す
で
に
一
般
に
認
め
ら
れ
た
理
論
に
基
い
て
作
ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
理
論
の
多
く
は
、
本
書
に
示
さ
れ
て
い
る
。
検
定
基
準
に
よ
れ
ば
、
国
語
科
の
教
科
書
は
、
他
の
教
科
に
お
け
る
と
同
様
、
こ
の
学
習
指
導
要
領
に
よ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
教
科
書
を
、
こ
こ
に
示
さ
れ
た
こ
と
に
完
全
に
一
致
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
と
指
摘
し
、
強
制
力
が
な
い
こ
と
を
示
し
な
が
ら
も
そ
の
趣
旨
に
沿
う
べ
き
こ
と
を
求
め
て
い
る
。（
１１
）
ま
た
佐
野
幹
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
教
科
書
検
定
が
再
開
さ
れ
た
初
年
度（
昭
和
二
十
四
年
度
）に
お
け
る
教
科
書
全
体
の
合
格
率
は
三
割
ほ
ど
に
過
ぎ
ず
、
高
等
学
校
国
語
教
科
書
に
至
っ
て
は
三
十
一
件
の
申
請
に
対
し
合
格
は
僅
か
一
件
の
み
だ
っ
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
事
実
か
ら
は
教
科
書
の
編
纂
は
指
導
要
領
を
通
じ
て
文
部
省
の
意
向
が
強
く
反
映
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
か
つ
て
戦
時
下
に
お
い
て
能
は
、
古
典
教
材
の
一
部
と
し
て
「
皇
国
文
化
ノ
創
造
」
へ
の
貢
献
が
求
め
ら
れ
た
。
終
戦
に
よ
っ
て
民
主
主
義
・
平
和
主
義
を
掲
げ
る
国
家
へ
と
変
貌
し
た
こ
と
で
、
日
本
文
化
を
代
表
す
る
存
在
と
し
て
「
世
界
の
文
化
寄
与
」
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。（
１２
）
田
村
景
子
は
、
こ
う
し
た
考
え
が
能
や
演
劇
に
携
わ
る
人
々
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
、
広
く
「
民
主
主
義
」
下
の
知
識
人
や
大
カ
ノ
ン
衆
に
支
持
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
国
語
教
科
書
も
ま
た
「
文
化
国
家
の
古
典
」
形
成
の
一
役
を
担
わ
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
（
１３
）
な
お
、
能
と
外
国
文
学
を
同
一
単
元
に
配
す
る
例
は
ほ
か
に
も
あ
り
、『
新
編
国
語（
改
訂
版
）文
学
三
』（
大
阪
教
育
出
版
、
昭
和
三
二
）が〈
俊
寛
〉『
年
来
稽
古
』
と
と
も
に
近
松
門
左
衛
門
『
丹
波
与
作
待
夜
の
小
室
節
』
と
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
『
ヴ
ェ
ニ
ス
の
商
人
』
を
載
せ
た
ほ
か
、『
新
国
語
三
訂
版
文
学
三
』（
三
省
堂
、
昭
和
三
〇
）は
「
芸
術
」
と
い
う
単
元
に
お
い
て
阿
部
次
郎
「
芸
術
の
た
め
の
芸
術
と
人
生
の
た
め
の
芸
術（『
三
太
郎
の
日
記
』）」
、
津
村
秀
夫
「
映
画
の
魅
力
に
つ
い
て
」、
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ロ
ダ
ン
「
ロ
ダ
ン
の
遺
言
」
と〈
隅
田
川
〉『
風
姿
花
伝
』
を
配
し
、『
国
語
三
高
等
学
校
用
』（
教
育
図
書
、
昭
和
三
二
）で
は
、
井
島
勉
「
美
と
芸
術
」、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
「
音
楽
に
つ
い
て
」、
岡
崎
義
恵
「
日
本
的
な
美
に
つ
い
て
」
と
と
も
に
『
風
姿
花
伝
』
を
載
せ
て
い
る
。
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一
方
「
二
十
六
年
度
試
案
」
は
ま
た
、
古
典
よ
り
も
現
代
文
学
の
ほ
う
が
生
徒
に
と
っ
て
興
味
も
あ
る
し
、
能
力
に
も
合
っ
て
い
る
か
ら
、
国
語
の
教
育
課
程
の
中
で
は
、
後
者
の
ほ
う
が
も
っ
と
重
要
な
地
位
を
占
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
古
典
の
学
習
指
導
を
捨
て
て
は
な
ら
な
い
。
多
く
の
り
っ
ぱ
な
、
価
値
あ
る
作
品
が
過
去
に
お
い
て
書
か
れ
て
き
て
お
り
、
そ
れ
を
読
解
す
る
力
が
つ
け
ば
、
そ
の
読
書
は
楽
し
い
も
の
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
わ
れ
わ
れ
の
祖
先
の
生
活
や
精
神
が
理
解
さ
れ
る
。
古
典
の
学
習
が
不
要
な
の
で
は
な
く
て
、
国
語
教
育
を
古
典
に
限
る
こ
と
が
狭
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
と
指
摘
し
、「
中
学
校
の
国
語
教
育
は
古
典
の
教
育
か
ら
解
放
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
た
「
二
十
二
年
度
試
案
」
の
表
現
を
幾
分
柔
ら
か
く
改
め
て
い
る
。
ま
た
末
尾
の
付
表
「
資
料
と
し
て
の
図
書
一
覧
表
」
に
も
「
古
典
学
習
の
た
め
の
資
料
」
と
し
て
「
記
紀
歌
謡
・
万
葉
集
・
古
今
和
歌
集
・
新
古
今
和
歌
集
・
西
行
・
実
朝
・
曙
覧
・
言
道
・
良
寛
・
芭
蕉
・
蕪
村
・
一
茶
・
竹
取
物
語
・
伊
勢
物
語
・
源
氏
物
語
・
土
佐
日
記
・
更
級
日
記
・
枕
草
子
・
徒
然
草
・
字
治
拾
遺
物
語
・
今
昔
物
語
・
大
鏡
・
平
家
物
語
・
奥
の
細
道
・
三
冊
子
・
去
来
抄
・
西
鶴
諸
国
咄
・
日
本
永
代
蔵
・
世
間
胸
算
用
・
近
松
の
浄
瑠
璃
作
品
・
玉
勝
間
・
雨
月
物
語
」
な
ど
と
並
ん
で
「
謡
曲
・
狂
言
な
ど
の
適
当
な
部
分
お
よ
び
そ
の
注
釈
書
。」
が
掲
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
実
質
的
な
教
材
例
を
示
し
た
も
の
と
い
え
、
多
く
の
教
科
書
が
こ
れ
を
踏
ま
え
て
能
を
教
材
に
採
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
単
元
学
習
は
学
力
低
下
を
招
く
と
い
う
批
判
を
受
け
、
昭
和
三
十
一
年
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
で
は
、
学
問
の
系
統
を
重
視
し
基
礎
学
力
の
定
着
を
図
る
「
系
統
主
義
」
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
た
。
１
言
語
文
化
を
広
く
深
く
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
読
解
力
を
豊
か
に
し
、
特
に
鑑
賞
力
や
批
判
力
を
伸
張
さ
せ
、
そ
の
読
解
の
範
囲
も
、
現
代
文
と
並
ん
で
古
文
や
漢
文
に
ま
で
拡
充
さ
せ
る
。（
略
）
３
こ
と
ば
の
理
解
や
表
現
を
よ
く
意
識
し
て
正
確
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
ま
た
現
在
お
よ
び
将
来
に
も
必
要
な
国
語
の
教
養
を
68
高
め
る
た
め
に
、
各
種
の
言
語
知
識
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
。
（『
昭
和
三
十
一
年
度
学
習
指
導
要
領
改
訂
版
』）
右
改
訂
で
は
、
読
解
力
の
養
成
や
言
語
知
識
の
獲
得
と
い
っ
た
点
が
重
視
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
教
材
例
に
は
「
謡
曲
・
狂
言
・
近
松
の
浄
瑠
璃
な
ど
の
戯
曲
類
」
に
加
え
「
花
伝
書
・
三
冊
子
・
去
来
抄
・
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
な
ど
に
あ
る
評
論
類
」
が
新
た
に
加
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
昭
和
三
十
五
年
の
改
訂
で
国
語
は
現
代
国
語
と
古
典
に
分
割
さ
れ
た
が
、
新
設
さ
れ
た
「
古
典
甲
・
古
典
乙
Ⅰ
」（
い
ず
れ
か
を
選
択
必
修
）は
と
も
に
「
謡
曲
、
狂
言
、
戯
曲
」
を
教
材
例
に
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
「
二
十
二
年
度
試
案
」
か
ら
「
三
十
五
年
度
改
訂
」
ま
で
は
一
貫
し
て
能（
謡
曲
）・
狂
言
が
学
習
指
導
要
領
に
教
材
例
と
し
て
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
多
く
の
教
科
書
に
採
録
さ
れ
て
い
る（
付
表
１
・
資
料
④
参
照
）。
三
、
教
材
の
精
選
と
固
定
化
の
影
響
―
附
能
楽
論
書
の
動
向
戦
後
国
語
教
科
書
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
行
っ
た
阿
武
泉
は
、
古
文
の
教
材
の
変
遷
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
４
期（
注＝
昭
和
四
十
五
年
改
訂
以
後
）に
、
作
品
数
、
作
品
種
類
が
と
も
に
大
き
く
減
少
し
た
。
上
位
１０
作
品
も
、
ひ
と
し
な
み
に
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
指
導
要
領
の
改
訂
に
よ
る
必
修
単
位
の
減
少
が
、
作
品
を
精
選
さ
せ
た
た
め
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
「
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
国
語
編
」
に
お
い
て
、
教
材
ジ
ャ
ン
ル
の
例
か
ら
外
さ
れ
た
「
謡
曲
・
狂
言
・
戯
曲
な
ど
」
は
、
以
後
急
速
に
収
録
数
を
減
ら
し
て
い
く
。
ジ
ャ
ン
ル
別
に
見
る
と
、
最
も
多
い
の
は
随
筆
・
評
論
で
２３
・
６
％
で
あ
る
。
上
記
の
「
芸
能
」
の
減
少
以
外
に
、
ジ
ャ
ン
ル
の
割
合
の
変
動
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
説
話
は
や
や
増
加
傾
向
で
あ
る
。
（（
１４
）
阿
武
泉
「
戦
後
高
等
学
校
国
語
科
教
科
書
教
材
の
変
遷
全
教
材
リ
ス
ト
作
成
を
と
お
し
て
」）
昭
和
四
十
五
年
度
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
で
は
、
必
修
教
科
で
あ
っ
た
「
古
典
Ⅰ
甲
」
の
教
材
例
か
ら
「
謡
曲
、
狂
言
、
戯
曲
」
の
文
言
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が
削
ら
れ
、
選
択
教
科
で
あ
る
「
古
典
Ⅰ
乙
」
に
「
戯
曲
」
が
残
さ
れ
た
。
こ
の
時
「
謡
曲
・
狂
言
」
が
省
か
れ
た
理
由
に
つ
い
て
『
学
習
指
導
要
領
解
説
国
語
編
』（
文
部
省
、
昭
四
七
、
東
京
書
籍
）は
以
下
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
改
訂
前
の
「
古
典
甲
」
に
あ
っ
た
「
謡
曲
・
狂
言
・
戯
曲
な
ど
」
を
省
い
た
の
は
、「
古
典
Ⅰ
甲
」
と
し
て
の
標
準
単
位
数
に
つ
い
て
教
材
を
精
選
す
る
た
め
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
教
材
と
し
て
の
価
値
を
否
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
機
会
を
と
ら
え
て
こ
れ
ら
に
触
れ
る
こ
と
を
必
ず
し
も
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。（
中
略
）
「
古
典
Ⅰ
乙
」
の
特
色
と
し
て
は
、「
エ
戯
曲
類
」
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
戯
曲
類
の
中
に
は
、
謡
曲
・
狂
言
・
浄
瑠
璃
に
重
点
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
戯
曲
類
を
読
む
場
合
に
は
、
作
品
の
性
質
上
、
視
聴
覚
教
材
の
活
用
な
ど
の
配
慮
も
必
要
と
な
る
。
演
劇
に
対
す
る
理
解
も
必
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
国
語
の
学
習
と
し
て
は
、
書
か
れ
た
台
本
の
詞
章
を
と
し
て
こ
と
ば
の
表
現
を
読
解
、
鑑
賞
す
る
こ
と
が
中
心
に
な
る
べ
き
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
増
淵
恒
吉
・
松
隈
義
勇
『
改
訂
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
の
展
開
国
語
科
編
』（
明
治
図
書
出
版
、
昭
和
四
六
）は
教
材
の
「
精
選
」
の
必
要
性
に
つ
い
て
以
下
の
如
く
説
明
す
る
。
改
訂
前
の
「
古
典
甲
」
に
お
い
て
、
何
よ
り
問
題
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
「
目
標
」
の
⑵
に
、「
古
典
と
し
て
の
古
文
や
漢
文
に
つ
い
て
、
概
観
的
な
理
解
を
得
さ
せ
、」
と
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
標
準
二
単
位
を
、
そ
の
線
で
合
理
化
し
正
当
化
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
概
観
的
な
理
解
」
と
は
、
も
と
も
と
は
重
要
な
所
を
大
づ
か
み
に
と
ら
え
る
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
が
、
教
科
書
や
現
場
で
あ
ら
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
は
、
古
文
や
漢
文
に
広
く（
し
た
が
っ
て
浅
く
）触
れ
さ
せ
る
と
い
う
解
釈
の
も
と
に
、
各
時
代
、
各
様
式
の
作
品
が
、「
古
典
乙
Ⅰ
」
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ぬ
姿
で
網
羅
的
に
、
あ
れ
こ
れ
盛
り
だ
く
さ
ん
に
と
り
あ
げ
ら
れ
、
時
間
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
一
作
品
を
ご
く
小
部
分
抄
出
し
て
配
列
す
る
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。（
中
略
）こ
こ
で
重
視
さ
れ
る
こ
と
は
、「
古
典
Ⅰ
甲
」
は
古
典
学
習
に
お
け
る
基
礎
的
な
能
力
を
養
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
基
本
的
な
作
品
を
読
む
こ
と
で
達
成
70
さ
れ
る
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
わ
ず
か
二
単
位
の
制
約
の
も
と
に
読
む
作
品
の
数
は
、
当
然
限
ら
れ
よ
う
が
、
そ
れ
が
「
基
本
的
な
作
品
」
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
採
り
上
げ
る
作
品
の
種
類
と
数
を
精
選
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
、
ご
く
基
本
的
な
も
の
に
と
ど
め
て
よ
い
の
で
あ
る
。
無
理
に
広
く
見
わ
た
す
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
学
習
指
導
に
お
い
て
も
、
文
法
的
解
釈
、
注
釈
的
取
り
扱
い
な
ど
は
最
小
限
に
と
ど
め
て
、
あ
く
ま
で
古
典
の
生
命
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
教
材
の
「
精
選
」
に
よ
っ
て
「
古
典
Ⅰ
甲
」
に
は
「
ア
和
歌
、
俳
句
類
イ
物
語
類
ウ
随
筆
・
評
論
類
」
が
残
さ
れ
た（
イ
に
は
説
話
、
ウ
に
は
日
記
・
紀
行
文
も
含
ま
れ
る
）。
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、
先
の
「
二
十
二
年
度
試
案
」
に
お
い
て
掲
げ
ら
れ
た
「（
一
）
詩
情
表
現
の
む
れ
。（
二
）
思
索
・
記
録
の
む
れ
。（
三
）
物
語
の
む
れ
。（
四
）
演
劇
一
般
の
む
れ
。」
の
四
種
の
教
材
の
「
む
れ
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
必
ず
し
も
古
文
の
教
材
例
を
示
す
も
の
で
は
な
い
が
、「
古
典
Ⅰ
甲
」
が
掲
げ
る
ア
〜
ウ
の
教
材
例
が（
一
）
〜（
三
）の
教
材
の
「
む
れ
」
と
対
応
す
る
の
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
精
選
に
よ
っ
て
「
演
劇
一
般
の
む
れ
」
が
脱
落
す
る
こ
と
で
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
能
・
狂
言
も
ま
た
教
材
か
ら
外
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
昭
和
五
十
年
に
は
高
校
進
学
率
が
九
十
％
を
超
え
る
一
方
、
学
校
間
に
お
け
る
学
力
格
差
が
生
じ
、
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
が
社
会
問
題
化
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
昭
和
五
十
三
年
度
の
改
定
で
は
、
学
習
内
容
の
削
減
が
提
言
さ
れ（
ゆ
と
り
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）さ
ら
な
る
「
精
選
」
と
教
材
の
「
固
定
化
」
が
進
展
し
た
。
そ
の
結
果
、
国
語
教
材
か
ら
「
外
さ
れ
た
」
能
や
狂
言
は
教
科
書
か
ら
急
速
に
そ
の
姿
を
消
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
昭
和
四
十
八
年
か
ら
の
十
年
間
に
は
「
古
典
Ⅰ
乙
」
を
中
心
に
十
数
社
が
能
を
教
材
と
し
て
い
た
が
、
五
十
三
年
度
改
訂
を
反
映
し
た
昭
和
五
十
八
年
以
降
に
な
る
と
、
僅
か
二
社（
角
川
書
店
・
東
京
書
籍
）に
見
ら
れ
る
の
み
と
な
っ
た（
狂
言
は
角
川
の
み
）。
そ
の
後
も
一
部
の
教
科
書
が
復
活
さ
せ
る
例（
旺
文
社
・
大
修
館
・
桐
原
書
店
・
三
省
堂
な
ど
）は
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
例
外
的
な
事
例
に
過
ぎ
ず
、
現
在
に
至
る
ま
で
能
は
国
語
の
主
要
教
材
と
は
な
っ
て
い
な
い（
資
料
④
参
照
）。
一
方
、
能
楽
論
書
は
「
随
筆
・
評
論
類
」
に
加
え
ら
れ
た
た
め
「
四
十
五
年
度
改
訂
」
以
後
も
教
材
と
し
て
残
さ
れ
た
。
前
述
の
如
く
、
71 国語教科書と能楽（続）
風姿花伝序
風姿花伝年来稽古
別紙口伝（この口伝に花を知ること）
別紙口伝（秘する花を知ること）
花鏡幽玄之堺事
花鏡初心不可忘（奥の段）
その他
0
昭和27-37 昭和38-47 昭和48-56 昭和57-平成5 平成6-14
能
10
20
30
40
50
60
70
80
90
狂言
能楽論
国
語
教
科
書
に
初
め
て
能
楽
論
書
が
登
場
し
た
の
は
戦
前
の
『
国
語
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
九
）の
最
終
巻
末
に
西
尾
自
身
が
執
筆
し
た
「
生
涯
稽
古
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
『
風
姿
花
伝
』『
花
鏡
』
に
基
づ
く
稽
古
論
・
人
生
論
で
、『
風
姿
花
伝
』
序
の
「
非
道
を
行
ず
べ
か
ら
ず
」、『
花
鏡
』
万
能
綰
一
心
事
よ
り
「
日
々
夜
々
、
行
住
座
臥
に
こ
の
心
を
忘
れ
ず
し
て
、
定
心
に
綰
ぐ
べ
し
」、「
年
来
稽
古
条
々
」
よ
り
「
十
七
八
」、『
花
鏡
』
奥
の
段
よ
り
「
初
心
不
可
忘
」「
命
に
は
終
り
あ
り
、
能
に
は
果
て
あ
る
べ
か
ら
ず
」
な
ど
を
引
き
つ
つ
、
能
へ
の
稽
古
・
研
鑽
が
全
生
活
・
全
生
涯
に
及
ぶ
べ
き
こ
と
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
西
尾
は
、
自
身
の
書
『
国
語
国
文
の
教
育
』（
古
今
書
院
、
昭
和
四
）序
に
お
い
て
資料④ 高等学校国語教科書における能楽関連作品数の推移
高等学校国語教科書における能楽論の種類
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か
く
て
、
私
が
新
た
に
現
在
の
国
語
教
育
に
導
入
し
よ
う
と
し
た
所
は
、
か
く
の
如
き
わ
れ
わ
れ
の
祖
先
に
よ
つ
て
、
あ
ら
ゆ
る
認
識
の
方
途
を
尽
し
た
上
に
真
理
体
得
の
唯
一
の
道
と
し
て
残
さ
れ
た
、「
生
涯
稽
古
」
の
態
度
で
あ
り
、
更
に
こ
れ
を
貫
い
て
ゐ
た
「
行
」
の
精
神
で
あ
る
。
国
語
国
文
学
の
研
究
に
も
種
々
な
る
方
法
が
存
立
し
得
べ
き
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
ら
の
方
法
を
方
法
と
し
て
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
は
、
理
論
で
は
な
く
、
全
人
的
に
把
握
せ
ら
れ
た
「
力
と
し
て
の
原
理
」
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
か
う
い
ふ
「
力
と
し
て
の
原
理
」
は
、
単
な
る
知
識
欲
認
識
欲
等
に
よ
つ
て
成
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、
生
涯
に
亙
る
集
中
と
持
続
と
を
以
て
一
事
に
徹
し
よ
う
と
す
る
行
の
精
神
に
よ
っ
て
の
み
確
立
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
か
う
い
ふ
原
理
に
立
つ
た
研
究
の
み
が
、
常
に
わ
れ
わ
れ
を
新
鮮
に
し
、
ま
た
人
間
教
育
の
上
に
も
生
き
て
働
く
力
た
り
得
る
。
と
述
べ
、
芸
能
・
武
道
・
仏
教
な
ど
に
お
け
る
稽
古
や
修
行
の
精
神
を
「
行
的
態
度
」
と
呼
称
し
、
こ
れ
を
国
語
教
育
に
導
入
す
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
た
。「
生
涯
稽
古
」
が
そ
う
し
た
西
尾
の
教
育
思
想
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、『
国
語
』
の
教
授
資
料
で
あ
る
『
国
語
学
習
指
導
の
研
究
』
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
人
間
に
許
さ
れ
た
可
能
力
は
、
た
ゞ
稽
古
に
よ
っ
て
の
み
真
の
実
現
が
期
せ
ら
れ
る
と
い
ふ
の
が
、
嘗
て
は
日
本
国
民
の
信
条
で
あ
り
、
又
実
行
で
あ
つ
た
。
然
る
に
こ
の
事
実
は
近
年
の
国
民
教
育
に
於
て
又
国
民
生
活
に
於
て
殆
ど
忘
れ
去
ら
れ
て
ゐ
た
。
今
、
全
生
涯
を
通
じ
、
生
活
の
全
面
に
わ
た
つ
て
稽
古
一
片
に
な
り
き
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
道
の
無
限
に
参
し
、
日
本
的
な
る
も
の
の
最
高
度
の
顕
現
を
示
す
に
至
つ
た
能
楽
の
天
才
世
阿
弥
元
清
の
遺
し
た
伝
書
に
よ
つ
て
、
そ
の
徹
底
し
た
稽
古
精
神
を
新
に
閘
明
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
国
民
性
の
真
の
伸
暢
・
充
実
を
図
り
、
偉
大
な
国
民
文
化
樹
立
の
根
底
を
培
ふ
こ
と
は
、
中
等
教
育
に
於
け
る
国
語
教
育
の
結
論
的
学
習
た
る
に
ふ
さ
は
し
い
で
あ
ら
う
。（
中
略
）構
想
は
世
阿
弥
の
能
楽
論
に
於
け
る
青
年
期
の
稽
古
の
覚
悟
を
中
心
に
、
生
涯
稽
古
の
精
神
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
そ
の
概
観
上
に
定
位
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
概
観
の
部
分
に
対
し
て
は
補
説
に
よ
つ
て
具
体
的
理
解
に
導
か
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
多
い
に
違
ひ
な
い
。
し
か
し
こ
の
文
の
趣
旨
は
、
能
楽
論
を
知
ら
せ
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る
こ
と
で
も
な
く
、
能
楽
史
の
知
識
を
与
へ
る
こ
と
で
も
な
く
、
世
阿
弥
の
白
熱
の
稽
古
精
神
そ
の
も
の
に
触
れ
さ
せ
る
こ
と
に
存
す
る
か
ら
、
さ
う
い
ふ
事
実
的
知
識
は
、
さ
ま
で
詳
説
を
要
し
な
い
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
戦
後
に
な
る
と
、
昭
和
二
十
一
年
に
使
用
さ
れ
た
暫
定
教
科
書
『
国
語
四
』
と
そ
の
後
の
国
定
教
科
書
『
高
等
国
語
』
に
「
年
来
稽
古
条
々
」
が
採
ら
れ
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
こ
の
う
ち
『
高
等
国
語
』
の
末
尾
に
付
さ
れ
た
「
学
習
の
手
引
き
」
に
よ
れ
ば
「
世
阿
弥
の
遺
著
は
、
す
べ
て
能
楽
研
究
の
根
本
資
料
で
あ
る
が
、
こ
と
に
本
書
は
能
楽
の
根
本
精
神
と
も
い
う
べ
き
物
ま
ね
お
よ
び
幽
玄
の
風
姿
す
な
わ
ち
「
花
」
に
つ
い
て
の
叙
述
が
主
と
な
っ
て
い
て
、
そ
の
基
礎
的
、
全
般
的
芸
術
論
と
し
て
、
最
も
尊
重
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。」
と
あ
り
、「
生
涯
稽
古
」
が
見
せ
た
精
神
論
・
人
生
論
と
し
て
の
側
面
は
後
退
し
、
芸
術
論
と
し
て
の
側
面
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
二
十
六
年
度
試
案
」
を
受
け
た
後
継
の
検
定
教
科
書
に
お
い
て
も
芸
術
関
係
の
単
元
を
設
定
し
、
そ
こ
に
能
楽
論
書
を
配
す
る
例
が
多
い
。
一
例
と
し
て
資
料
⑤
に
三
省
堂
教
科
書
に
お
け
る
能
楽
論
書
の
扱
い
を
示
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
土
井
忠
生
編
『
新
国
語
改
訂
版
』（
昭
和
二
七
）は
、「
芸
術
の
世
界
」
と
い
う
単
元
に
、
タ
ウ
ト
や
ロ
ダ
ン
の
散
文
と
共
に
『
花
伝
書（
風
姿
花
伝
）』
を
載
せ
、
昭
和
三
十
年
の
三
訂
版
で
は〈
隅
田
川
〉も
同
一
単
元
に
加
え
て
い
る
。
一
方
、
昭
和
三
十
一
年
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
に
お
い
て
花
伝
書
な
ど
の
評
論
類
が
教
材
例
と
し
て
示
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
金
田
一
京
助
・
佐
伯
梅
友
編
『
高
等
古
文
三
』（
昭
三
二
）で
は
「
評
論
文
学
」
と
い
う
単
元
を
設
定
し
、『
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
』『
去
来
抄
』『
難
波
土
産
』
と
と
も
に
『
花
鏡
』
を
載
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
四
十
五
年
度
改
訂
」
に
よ
っ
て
能
や
狂
言
が
教
材
か
ら
外
さ
れ
て
以
後
は
能
楽
論
は
能
か
ら
分
離
し
、
評
論
の
一
作
品
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
能
・
狂
言
が
教
科
書
か
ら
消
え
る
中
で
能
楽
論
の
み
が
残
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
「
生
涯
稽
古
」
で
西
尾
が
述
べ
た
よ
う
に
能
に
関
す
る
知
識
が
な
く
て
も
人
生
論
・
教
育
論
と
し
て
読
む
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
教
科
書
の
採
録
箇
所
に
お
い
て
「
年
来
稽
古
条
々
」
が
全
体
の
約
半
数
を
占
め
て
い
る
と
い
う
事
実
か
ら
も
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
資
料
④
）
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資料⑤ 三省堂国語教科書における能楽論書の扱い ※内容が前版を継承したものは省略した。
学習の手引き・研究・課題
１．各年代について言われていることの意味を比較し
て考えてみよ。２．能の修業の方法をどう思うか。ま
た、その精神はどこにあるか。３．幽玄と花の内容に
ついて考えてみよ。４．写実と芸術美の関係について
考えてみよ。５．能や謡曲について調べてみよ。６．日
本の伝統的な舞台芸術をどう思うか。７．芸と修業と
人生について考えてみよ。８．緻密な口語訳を施して
みよ。
１．各年齢に従って、修練のしかたはどんなに変化し
ていくか。２．「幽玄」とか「花」とかいうことばは、
どういう内容を持っているかを考えてみよ。３．物ま
ね（素朴な写実）と花（芸術美）とは、どういう関係にあ
るのだろうかを考えてみよ。４．芸の修業は、人間形
成にどんな意味を持つか。
師の心得、でしの心得をわかりやすく説明せよ。
こゝでは幽玄をどう言っているか。それは国語辞典な
どにある幽玄の語の意味と、どう違うか。
ここでは幽玄をどういうものだと言っているか。
１．「七歳」「十二三より」「十七八より」の各時期にお
いて、能の上達の上で特に留意すべきことは何か、ま
とめてみよ。２．「時分の花」「当座の花」とまことの
花」とはどう違うのか、考えてみよ。３．この稽古論
は能についてのものであるが、われわれに対してどの
ような示唆を与えるだろうか、話し合ってみよう。
１．「よきほどの上手」と「下手」とが演技者としてさ
らに向上するためには、それぞれどのようにすべきで
あると述べられているか、整理してみよう。２．本文
中で使われている～の「されば」について、それ
ぞれどのような内容を受けて使われているか調べてみ
よう。されば、能と工夫とをきはめたる為手され
ば、上手も下手も、互ひに人に尋ぬべし。されば、
上手にだにも、上慢あらば、能は下がるべし。
１．各年齢ごとに重要なことは何か、またそれはなぜ
か、まとめてみよう。２．「まことの花」という考え方
について話し合ってみよう。
１．なぜ能において「秘する」ことが大切なのか、ま
とめてみよう。２．ここで述べられている「花」とは
どういうことなのか、話し合ってみよう。
１．筆者は「上手」「下手」に対して、それぞれどうあ
るべきだと述べているか、整理してみよう。２．「稽古
は強かれ。情識はなかれ。」とはどういうことか、説
明してみよう。
収録単元
芸術の世界：花伝書（序・年
来稽古・この口伝に花を知る
事）・永遠なるもの（ブルーノ
タウト）・ロダンの遺言
芸術の世界：芸術のための芸
術と人生のための芸術（阿部
次郎）・映画の魅力について
（津村秀夫）・隅田川・花伝書
（年来稽古・この口伝に花を
知る事）・ロダンの遺言
評論文学：もののあはれ（源
氏物語玉の小櫛）・幽玄（『花
鏡』語りたる上手の能をば師
によく習ひては似すべし…
幽玄の堺に入ること・さび
（去来抄）・虚実皮膜（難波土
産）
幽玄：隅田川・幽玄（『花鏡』
幽玄の風体のこと）
風姿花伝（年来稽古）
論の世界：嫉妬の思いはその
際なし（愚管抄）・上手は下手
の手本下手は上手の手本（世
阿弥）・柴戸・此木戸（向井去
来）・地転ノ説（刻白爾天文図
解）
芸能と表現：風姿花伝（年来
稽古）・井筒
評論：古今和歌集仮名序・俊
頼髄脳・無名草子・無名抄・
毎月抄・風姿花伝（秘すれば
花）・去来抄・難波土産・玉
勝間・源氏物語玉の小櫛
評論：古今和歌集仮名序・俊
頼髄脳・無名草子・無名抄・
毎月抄・正徹物語・風姿花伝
（下手は上手の手本）・去来
抄・源氏物語玉の小櫛
教科書
土井忠生『新
国語改訂版
文学三』
土井忠生『新
国語三訂版
文学三』
金田一京助・
佐伯梅友『高
等古文三』
金田一京助・
佐伯梅友・土
井忠生・松枝
茂夫『古文』
広 末 保『古
文』
藤井貞和・安
藤信広『古典
２』
柴田武・金谷
治『高等学校
古典』
中洌正堯・岩
崎昇一『高等
学校古典Ｂ』
中洌正堯・岩
崎昇一『精選
古典Ｂ』
昭和２７
昭和３０
昭和３２
昭和３８
昭和５８
平成７
平成１５
平成２５
平成２５
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お
わ
り
に
戦
中
期
に
お
い
て
「
皇
国
文
化
ノ
創
造
」
に
寄
与
す
べ
き
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
国
定
教
科
書
に
も
掲
載
さ
れ
た
能
・
狂
言
は
、
終
戦
に
よ
っ
て
新
た
な
教
育
を
模
索
す
る
中
で
、
一
転
し
て
民
主
国
家
、
平
和
国
家
に
お
け
る
文
化
の
代
表
た
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
。
戦
後
し
ば
ら
く
は
古
典
演
劇
・
戯
曲
の
代
表
格
と
し
て
教
科
書
の
主
要
教
材
で
あ
っ
た
が
、
教
材
の
精
選
と
固
定
化
の
余
波
を
受
け
て
減
少
し
、
現
在
で
は
能
楽
論
を
除
い
て
国
語
教
科
書
に
見
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
。（
１６
）
一
方
、
平
成
二
十
年
度
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
に
よ
っ
て
、
中
学
校
「
音
楽
」
で
は
「
我
が
国
の
伝
統
的
な
歌
唱
や
和
楽
器
」
が
必
修
と
な
り
、
高
等
学
校
「
音
楽
Ⅱ
」
で
は
、
鑑
賞
教
材
と
し
て
「
三
味
線
音
楽（
語
り
物
）、
能
楽
、
琵
琶
楽
な
ど
を
扱
う
よ
う
に
す
る
」
こ
と
が
記
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
多
く
の
音
楽
の
教
科
書
に
能
に
関
す
る
記
述
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
国
語
教
科
書
で
も
、
資
料
篇
や
コ
ラ
ム
に
お
い
て
「
伝
統
芸
能
」
を
紹
介
す
る
例
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
は
、「
伝
統
や
文
化
に
関
す
る
教
育
の
充
実
」
が
掲
げ
ら
れ
た
現
行
学
習
指
導
要
領
下
に
お
い
て
、
能
や
狂
言
が
文
化
学
習
の
教
材
と
し
て
再
評
価
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
（
１
）
http://dl.ndl.go.jp/
以
下
の
法
令
の
引
用
も
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
。
（
２
）
国
語
読
本
に
お
け
る
五
種
選
定
教
科
書
は
以
下
の
通
り
。
中
学
校：
『
国
語
改
訂
版
』（
岩
波
編
集
部
、
岩
波
書
店
）『
中
学
国
文
教
科
書
』（
吉
田
弥
平
・
石
井
庄
司
、
光
風
館
書
店
）『
純
正
国
語
読
本
改
訂
版
』（
五
十
嵐
力
、
早
稲
田
図
書
出
版
社
）『
新
制
国
語
読
本
』（
東
条
操
、
三
省
堂
）『
新
編
中
等
国
語
読
本
新
制
版
』（
金
子
元
臣
、
明
治
書
院
）
高
等
女
学
校（
五
年
制
）：
『
女
子
新
国
文
改
正
新
版
』（
芳
賀
矢
一
・
橋
本
進
吉
、
冨
山
房
）『
女
子
新
国
語
読
本
新
制
版
』（
沢
潟
久
孝
・
76
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枝
増
一
、
東
京
修
文
館
）『
女
子
大
日
本
読
本
新
訂
版
』（
藤
村
作
、
大
日
本
図
書
）『
聖
代
女
子
国
語
読
本
』（
吉
澤
義
則
、
星
野
書
店
）
『
純
正
女
子
国
語
読
本
改
訂
版
』（
五
十
嵐
力
、
早
稲
田
図
書
出
版
社
）
（
３
）
吉
田
裕
久
「『
中
等
国
文
』（
１
９
４
３
）の
研
究
―
『
中
等
国
文
五
』・『
国
文
六
』
を
中
心
に
」（『
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
』
第
二
部
文
化
教
育
開
発
関
連
領
域
・
五
八
号
、
平
成
二
一
）、
吉
田
裕
久
「『
暫
定
中
等
国
語
教
科
書（
昭
２１
）の
研
究
―
『
中
等
国
語
』（
１
・
２
・
３
）『
国
語
四
』
に
つ
い
て
」（『
愛
媛
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
一
部
教
育
科
学
、
三
二
号
、
昭
和
六
一
）、
内
藤
一
志
「
古
典（
古
文
）
教
材
史
の
基
礎
的
研
究
―
出
典
調
査（
１
）―
」（『
北
海
道
教
育
大
学
紀
要
』
第
一
部
Ｃ
・
四
一
巻
一
号
、
平
成
二
）
（
４
）
『
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
』
第
二
部
文
化
教
育
開
発
関
連
領
域
・
第
五
七
号
、
平
成
二
〇
、
引
用
に
際
し
明
ら
か
な
誤
植
を
改
め
た
部
分
が
あ
る
。
（
５
）
ま
た
昭
和
二
十
年
発
行
と
さ
れ
る
『
中
等
国
文
五
』『
国
文
六
』
は
、
実
際
に
は
発
行
・
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
（
６
）
な
お
、
教
科
書
編
纂
に
携
わ
っ
た
森
下
二
郎
の
日
記
か
ら
は
、
教
材
と
し
て
も
と
も
と〈
摂
待
〉〈
朝
比
奈
〉が
予
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る（「
吉
田
裕
久
『
中
等
国
文
』（
１
９
４
３
）の
編
纂
過
程
「
森
下
日
記
」
の
分
析
を
通
し
て
」『
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
第
二
部
文
化
教
育
開
発
関
連
領
域
』
五
六
号
、
平
成
一
九
）。
（
７
）
増
田
史
郎
亮
「
墨
ぬ
り
教
科
書
前
後
」（『
長
崎
大
学
教
育
学
部
教
育
科
学
研
究
報
告
』
三
五
号
、
昭
和
六
三
）に
詳
し
い
。
（
８
）
狂
言
に
つ
い
て
は
詳
し
く
考
察
す
る
余
裕
が
な
い
が
、「
付
表
２
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
特
に
小
・
中
学
校
教
科
書
に
お
い
て
古
典
の
入
門
教
材
と
し
て
採
ら
れ
る
例
が
多
い
。
（
９
）
戦
後
高
等
学
校
国
語
教
科
書
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
春
美
「
戦
後
に
お
け
る
古
典
教
育
課
程
の
検
討
―
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
の
変
遷
を
中
心
に
―
」（『
高
知
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
』
七
十
二
号
、
平
成
二
四
）を
参
照
し
た
。
（
１０
）
https：
//w
w
w
.nier.go.jp/guideline/
以
下
学
習
指
導
要
領
の
引
用
は
全
て
同
じ
。
（
１１
）
『「
山
月
記
」
は
な
ぜ
国
民
教
材
と
な
っ
た
の
か
』（
大
修
館
書
店
、
平
成
二
五
）三
六
頁
。
（
１２
）
『
三
島
由
紀
夫
と
能
楽
『
近
代
能
楽
集
』、
ま
た
は
堕
地
獄
者
の
パ
ラ
ダ
イ
ス
』（
勉
誠
出
版
、
平
成
二
四
）三
四
頁
参
照
。
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（
１３
）
八
木
雄
一
郎
「
１
９
６
０（
昭
和
３５
）年
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
「
古
典
と
し
て
の
古
文
」
の
成
立
過
程：
古
「
典
」
教
育
に
お
け
る
古
「
文
」
の
位
置
」（『
日
本
語
と
日
本
文
学
』
五
八
号
、
平
成
二
七
）は
、
昭
和
二
十
年
代
か
ら
三
十
年
代
ま
で
継
続
し
て
高
校
国
語
教
科
書
を
発
行
し
て
い
た
実
教
出
版
、
秀
英
出
版
、
好
学
社
、
大
修
館
書
店
の
四
社
を
挙
げ
、「
い
ず
れ
も
昭
和
２０
年
代
に
お
い
て
は
、
古
典
テ
ク
ス
ト
の
収
載
に
関
し
て
様
々
な
試
み
が
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
秀
英
出
版
は
単
元
「
古
典
と
現
代
」
に
お
い
て
、
竹
取
物
語
、
伊
勢
物
語
、
土
佐
日
記
を
「
教
養
と
世
界
古
典（
へ
ッ
セ
）」「
敬
亭
山
に
む
か
ひ
て（
佐
藤
春
夫
）」
と
と
も
に
収
録
し
て
い
る
。
好
学
社
は
単
元
「
物
語
と
歌
謡
」
に
お
い
て
、
竹
取
物
語
と
梁
塵
秘
抄
が
「
白
雪
姫（
デ
ズ
ニ
ー
）」
と
同
じ
単
元
に
含
ま
れ
て
い
る
。
大
修
館
書
店
の
単
元
「
エ
ッ
セ
イ
」
は
、
枕
草
子
を
「
エ
ッ
セ
イ
に
つ
い
て（
福
原
麟
太
郎
）」「
雨
の
日（
辰
野
隆
）」「
涼
味
数
題（
寺
田
寅
彦
）」
と
い
っ
た
近
現
代
の
文
章
と
と
も
に
掲
載
し
て
い
る
。」
と
指
摘
す
る
。
こ
の
ほ
か
外
国
文
学
を
載
せ
て
は
い
な
い
が
、『
わ
れ
わ
れ
の
国
語（
二
）』（
秀
英
出
版
、
昭
和
二
五
）が
佐
藤
春
雄
の
戯
曲
『
つ
ば
め
』、
宇
野
信
夫
『
霜
夜
狸
』、〈
羽
衣
〉に
よ
っ
て
「
劇
」
と
い
う
単
元
を
構
成
し
、『
高
等
国
語
三
』（
清
水
書
院
、
昭
和
三
二
）は
国
木
田
独
歩
『
源
叔
父
』、『
蜻
蛉
日
記
』
の
「
鳴
滝
籠
り
」、
西
尾
実
「
中
世
的
な
も
の
」
と〈
三
井
寺
〉に
よ
っ
て
「
あ
か
ぬ
別
れ
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
横
断
的
な
単
元
を
設
定
し
て
い
る
。
（
１４
）
『
全
国
大
学
国
語
教
育
学
会
発
表
要
旨
集
』
一
〇
六
号
、
平
成
一
六
（
１５
）
諸
井
耕
二
「
旧
制
中
学
校
教
科
書
岩
波
編
集
部
編
『
国
語
』
全
十
巻
を
め
ぐ
っ
て
」（『
宇
部
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
報
告
』
三
六
、
平
成
二
）
（
１６
）
能
楽
学
会
東
京
例
会（
平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
九
日
）に
お
け
る
岩
城
賢
太
郎
の
発
表
に
詳
し
い
。
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付表１ 高等学校国語教科書における能楽関連教材
（阿武泉『読んでおきたい名著案内 教科書掲載作品１３０００』（日外アソシエーツ、平成２０）に拠り、
私に調査した分を加えた。
狂言
萩大名
瓜盗人
入間川
かみなり
武悪
瓜盗人
狐塚
附子
萩大名
附子
瓜盗人
かみなり
狐塚
末広がり
伯母が酒
栗焼
附子
附子
武悪
かみなり
能楽論書
風姿花伝
風姿花伝
花鏡
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
花鏡
風姿花伝
風姿花伝
花鏡
風姿花伝
花鏡
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
花鏡
風姿花伝
風姿花伝
能楽
羽衣
隅田川
杜若
隅田川
羽衣
隅田川
隅田川
隅田川
俊寛
隅田川
隅田川
隅田川
隅田川
隅田川
杜若
桜川
忠度
隅田川
羽衣
隅田川
隅田川
熊野
熊野
松風
杜若
松風
杜若
羽衣
羽衣
羽衣
熊野
隅田川
出版社
秀英出版
教育図書
好学社
三省堂
中等教育研究会
教育図書
光村図書
光村図書
三省堂
実教出版
秀英出版
大阪教育図書
大修館
大修館
好学社
三省堂
実教出版
昇龍堂出版
中等教育研究会
東京書籍
日本書院
教育図書
教育図書研究会
好学社
三省堂
実教出版
実教出版
実教出版
中教出版
中教出版
右文書院
教育出版
教育出版
教育図書
教育図書
芸苑社
芸苑社
好学社
三省堂
実教出版
秀英出版
教科書名
われわれの国語（二）
高等総合国語二
高等文学一下
新国語（改訂版）文学三
新選国語 三上
高等標準国語文学編 二
高等新国語 二上
高等新国語 三 上
高等国語（改訂版）二下
現代国語文学 三下
言語と文学 三下
新編国語文学 三
高等国語（二上）
高等国語（二下）
高等文学一（改訂）
新国語 三訂版 文学 三
現代国語文学 三
高等学校国語総合二上
総合高等国語 三上
国語 高等学校一年下
国語高等学校総合 三
国語二高等学校用
総合新高等国語 二 全
高等学校国語一下（新版）
高等国語二下 三訂版
総合高校国語三下
総合高等国語三上
総合高等国語 改訂版 三上
高等国語総合編 三年下
高等国語総合編一年下
中世文学選
標準高等国語（甲）総合編３
標準高等国語古文編 下
国語三高等学校用
総合新高等国語 二 全
標準鎌倉室町文学選
高等国文選
古典文学中世編
高等古文三
総合高校国語改訂版三下
国語 三
発行年
昭和２５
２７
２７
２７
２７
２８
２８
２８
２８
２８
２８
２８
２８
２８
２９
３０
３０
３０
３０
３０
３０
３１
３１
３１
３１
３１
３１
３１
３１
３１
３２
３２
３２
３２
３２
３２
３２
３２
３２
３２
３２
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瓜盗人
鎌腹
附子
萩大名
武悪
附子
狐塚
酢薑
狐塚
瓜盗人
瓜盗人
附子
墨塗
萩大名
附子
釣狐
狐塚
附子
萩大名
附子
附子
薩摩守
萩大名
瓜盗人
武悪
かみなり
清水
花鏡
花鏡
風姿花伝
申楽談儀
風姿花伝
花鏡
風姿花伝
風姿花伝
花鏡
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
花鏡
風姿花伝・花鏡
風姿花伝
風姿花伝
花鏡
風姿花伝
花鏡
風姿花伝
風姿花伝
花鏡
花鏡
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
花鏡
花鏡
花鏡
隅田川
松風
隅田川
羽衣
三井寺
熊野
俊寛
隅田川
隅田川
高砂
自然居士
井筒
杜若
熊野
隅田川
隅田川
熊野
羽衣
隅田川
熊野
羽衣
船弁慶
隅田川
隅田川
鉢木
隅田川
羽衣
忠度
隅田川
隅田川
隅田川
隅田川
隅田川
羽衣
景清
秀英出版
初音書房
数研出版
清水書院
清水書院
大阪教育図書
大阪教育図書
大阪教育図書
大修館
大修館
中央研究
中央研究
中央図書
中央図書
中央図書出版社
中央図書出版社
中教出版
中等教育研究会
日本書院
日本文教出版
白揚社
文学社
文教書院
明治書院
明治書院
明治書院
友朋堂
角川書店
三省堂
昇龍堂出版
星野書店
績文堂
日興出版
日本書院
武蔵野書院
教育図書
好学社
三省堂
筑摩書房
筑摩書房
東京書籍
角川書店
三省堂
三省堂
秀英出版
古典入門 中世文学
高等国語巻三
日本中世文学選
新選国文抄 巻三
高等国語 三
新編 古文 三
新編 国語（改訂版）文学 三
新編古文一
新高等国語二上
新高等国語 二下
新修国文選近古・近世編
新修国文選古典入門編
国語 三高等学校総合
国語二高等学校総合
新注古典文学抄
高等国文 第二
国語総合編高等学校 二
総合高等国語三 改訂版
日本文芸選中世編
評論文学古典編
新歴代文学選中世編
国語 二年下
日本文学読本 後編
新選古典文学下
高等国語総合３
中世日本文学選
国文古典編
高等学校国語二 総合
高等学校新国語総合三
高等学校新編国語（総合）三
高等国文新選 巻三
高等学校新国語 二
国文古典編
国語高等学校用総合 三（改訂版）
要注新校中世・近世文芸新抄
国語（改訂版）二 高等学校用総合
新編 高等学校国語一
高等国語四訂版二
国語三
国語二
新編 国語総合編二
高等学校古典三
高等古文改訂版 三
高等学校新国語総合 改訂版 二
日本文学選 二
３２
３２
３２
３２
３２
３２
３２
３２
３２
３２
３２
３２
３２
３２
３２
３２
３２
３２
３２
３２
３２
３２
３２
３２
３２
３２
３２
３３
３３
３３
３３
３３
３３
３３
３３
３４
３４
３４
３４
３４
３４
３５
３５
３５
３５
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かみなり
武悪
柿山伏
靱猿
附子
附子
成上り
墨塗
附子
瓜盗人
しびり
かみなり
附子
柑子
靱猿
柿山伏
かみなり
萩大名
薩摩守
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
花鏡
風姿花伝
花鏡
風姿花伝
風姿花伝
花鏡
風姿花伝
花鏡
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
花鏡
花鏡
花鏡
花鏡
風姿花伝
風姿花伝
隅田川
松風
隅田川
隅田川
井筒
隅田川
隅田川
忠度
隅田川
隅田川
隅田川
羽衣
隅田川
俊寛
隅田川
景清
安宅
羽衣
隅田川
隅田川
羽衣
羽衣
羽衣
羽衣
忠度
羽衣
隅田川
隅田川
隅田川
隅田川
井筒
井筒
隅田川
隅田川
隅田川
隅田川
羽衣
隅田川
夕顔
隅田川
秀英出版
秀英出版
秀英出版
大原出版
大修館
中央図書出版社
中央図書出版社
明治書院
明治書院
日本書院
右文書院
角川書店
角川書店
角川書店
教育図書研究会
好学社
講談社
三省堂
三省堂
実教出版
実教出版
秀英出版
秀英出版
尚学図書
尚学図書
清水書院
清水書院
大原出版
大原出版
大修館
大日本図書
大日本図書
筑摩書房
筑摩書房
中央図書出版社
中央図書出版社
東京書籍
日本書院
日本書院
武蔵野書院
武蔵野書院
文教書院
初音書房
右文書院
角川書店
国語新編 三
日本文学選 三
日本文学選一
高等学校国語（総合）三
新高等国語 新訂版２
わたしたちの古典文学下巻
高等学校国語総合二（改訂版）
改訂高等国語総合３
徒然草平家物語中心国文新選
国語三 高等学校用総合 三訂版
古典文学上
日本古典文学
高等学校古典
高等学校古典総合二
国語古典 甲
高等学校古典（古文編）乙１
標準高等古文
古文
古典
古典乙１古文
古典 甲
国語古典編（甲）
国語古文編１・２年用
高等学校新選古文一
高等学校新選古典
古典（乙１総合）下
古典（甲）
高等学校古文（古典乙１）
高等学校古典（古典甲）
高等古文
高等学校古典（甲）
高等学校古文（乙１）
古典（甲）
古典１（古文）
高等古典下巻
古典 日本文学 巻二
古文一（古典乙１）一・二年用
国語古典乙１古文
国語古典甲
日本文芸新抄 古典乙１古文
日本文芸新抄 古典甲
古典文学読本
新修古典 下
古典文学
高等学校古典乙２ 古文
３５
３５
３５
３５
３５
３５
３５
３５
３５
３７
３８
３８
３８
３８
３８
３８
３８
３８
３８
３８
３８
３８
３８
３８
３８
３８
３８
３８
３８
３８
３８
３８
３８
３８
３８
３８
３８
３８
３８
３８
３８
３８
３９
４０
４０
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柑子
草薙
成上り
墨塗
瓜盗人
瓜盗人
かみなり
草薙
附子
瓜盗人
風姿花伝
花鏡
花鏡
花鏡
風姿花伝
風姿花伝
花鏡
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
花鏡
花鏡
風姿花伝
花鏡
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
花鏡
花鏡
風姿花伝
花鏡
百万
隅田川
安宅
隅田川
隅田川
隅田川
隅田川
隅田川
隅田川
景清
安宅
羽衣
隅田川
隅田川
隅田川
羽衣
隅田川
隅田川
井筒
井筒
隅田川
羽衣
隅田川
安宅
隅田川
隅田川
羽衣
隅田川
隅田川
景清
安宅
角川書店
秀英出版
初音書房
大原出版
大修館
筑摩書房
中央図書出版社
東京書籍
武蔵野書院
明治書院
明治書院
右文書院
角川書店
角川書店
角川書店
好学社
好学社
三省堂
三省堂
実教出版
実教出版
秀英出版
秀英出版
尚学図書
尚学図書
大日本図書
大日本図書
中央図書出版社
中央図書出版社
東京書籍
明治書院
角川書店
角川書店
実教出版
秀英出版
東京書籍
明治書院
明治書院
角川書店
角川書店
教育図書研究会
好学社
三省堂
三省堂
実教出版
高等学校古典総合三
国語 古文編（乙２）
新修古典 乙２古文
高等学校古文（古典乙２）
高等古文
古典乙２（古文）
古典日本文学乙２
古文二（古典乙２）三年用
日本文芸新抄古典乙２古文
古文古典乙２
漢文古典乙２
改訂古典文学上
日本古典文学改訂版
高等学校古典改訂版
高等学校古典総合二改訂版
高等学校古典甲
新編 高等学校古典乙１古文編
新編 古典乙１古文下
新編 古典甲
古典乙Ⅰ古文改訂版
古典 甲 改訂版
古典（甲）改訂版
古文（乙１）改訂版
高等学校古文 一上
高等学校新選古典
新版古典（甲）
新版古文（乙１）
高等古典 下巻 改訂版
新古典 日本文学 下
新編古文一（古典乙１）
古典（古典甲）
高等学校古典乙２古文 改訂版
高等学校古典総合三改訂版
古典乙Ⅱ古文改訂版
古文（乙２）改訂版
新編古文二（古典乙２）
改訂古文古典乙２
改訂漢文古典乙２
高等学校古典三訂版
高等学校古典総合二 三訂版
改訂版国語古典 甲
高等学校古典甲 改訂版
（古典乙１）新編古文下 改訂版
〈古典甲〉新編 古典 改訂版
古典乙１古文三訂版
４０
４０
４０
４０
４０
４０
４０
４０
４０
４０
４０
４２
４２
４２
４２
４２
４２
４２
４２
４２
４２
４２
４２
４２
４２
４２
４２
４２
４２
４２
４２
４３
４３
４３
４３
４３
４３
４３
４５
４５
４５
４５
４５
４５
４５
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附子
かみなり
萩大名
瓜盗人
瓜盗人
成上り
花鏡
花鏡
風姿花伝
花鏡
花鏡
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
花鏡
風姿花伝
風姿花伝・花鏡
風姿花伝
風姿花伝
花鏡
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
羽衣
羽衣
隅田川
羽衣
隅田川
隅田川
隅田川
井筒
隅田川
隅田川
羽衣
三井寺
隅田川
隅田川
松風
隅田川
紅葉狩
隅田川
隅田川
隅田川
忠度
井筒
隅田川
羽衣
隅田川
羽衣
隅田川
井筒
藤戸
羽衣
羽衣
隅田川
紅葉狩
隅田川
隅田川
忠度
隅田川
実教出版
尚学図書
尚学図書
尚学図書
大日本図書
大日本図書
大日本図書
筑摩書房
筑摩書房
中央図書出版社
東京書籍
日本書院
日本書院
明治書院
明治書院
角川書店
角川書店
筑摩書房
東京書籍
明治書院
旺文社
角川書店
角川書店
学校図書
学校図書
教育出版
教育出版
光村図書
三省堂
実教出版
尚学図書
大原出版
筑摩書房
中央図書出版社
東京書籍
明治書院
明治書院
右文書院
日栄社
旺文社
角川書店
角川書店
学校図書
教育出版
三省堂
古典 甲 三訂版
高等学校新選古文一全
高等学校新選古文一上
高等学校新選古典
新訂版古文（乙２）
新訂版古典甲
新訂版古文（乙１）
古典（甲）改訂版
古典１（古文）改訂版
新古典 日本文学 改訂版 下
新訂古文一（古典乙１）
国語古典乙１古文（改訂版）
国語古典甲（改訂版）
古典（古典甲）改訂版
漢文古典乙１ 三訂版
高等学校古典乙２古文 三訂版
高等学校古典総合三 三訂版
古典２（古文）改訂版
新訂古文二（古典乙２）
古文古典乙２ 三訂版
高等学校古文下
高等学校古文二
高等学校古典総合二
高等学校古典甲 改訂版
新編 高等学校古典乙１古文編
古文古典１乙
古典 古典１甲
古典１乙（古文）
新版古文（下）
古典Ⅰ乙 古文
高等学校新選古文全
高等学校古文下
古典１乙（古文）
日本古典文学 下
古文（古典１乙）下
古文 古典１乙
古典 古典１甲
古文新選上
評論
高等学校古文下（改訂版）
高等学校古文二改訂版
高等学校古典総合二 改訂版
高等学校古典１乙古文下
改訂古文古典１乙
新版古文（下） 改訂版
４５
４５
４５
４５
４５
４５
４５
４５
４５
４５
４５
４５
４５
４５
４５
４６
４６
４６
４６
４６
４８
４８
４８
４８
４８
４８
４８
４８
４８
４８
４８
４８
４８
４８
４８
４８
４８
４９
５０
５１
５１
５１
５１
５１
５１
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鬼瓦
千鳥
茸
茸
茸
茸
花鏡
風姿花伝
花鏡
花鏡
風姿花伝
花鏡
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
花鏡
羽衣
隅田川
藤戸
忠度
羽衣
井筒
高砂・羽
衣
井筒
井筒
井筒
井筒
井筒
大原出版
筑摩書房
筑摩書房
中央図書出版社
東京書籍
明治書院
明治書院
右文書院
右文書院
日栄社
右文書院
角川書店
角川書店
角川書店
学校図書
三省堂
大修館
東京書籍
日栄社
日栄社
日栄社
清水書院
筑摩書房
角川書店
角川書店
学校図書
大修館
第一学習社
東京書籍
旺文社
日栄社
明治書院
角川書店
角川書店
学校図書
大修館
第一学習社
旺文社
角川書店
角川書店
学校図書
第一学習社
旺文社
高等学校古文下（古典１乙）
古典１乙（古文）改訂版
古典１甲改訂版
高等学校国語総合二（改訂版）
新訂古文（古典１乙）下
古文古典１乙 新収版
古典 古典１甲 新修版
源氏物語・大鏡・評論・古典２
源氏物語・大鏡・評論 改訂版
源氏物語・古典評論
源氏物語・大鏡・評論
高等学校総合国語２
高等学校古典総合
高等学校精選国語２
高等学校国語２
古文
高等学校古文
国語２
源氏物語・古典評論
徒然草・枕草紙・原子物語・大鏡・
古典評論抄
評論
徒然草・評論
高等学校用総合古典
高等学校総合国語２改訂版
高等学校精選国語２改訂版
高等学校国語２改訂版
高等学校古文 改訂版
高等学校新選古典
改訂国語２
高等学校古文（改訂版）
新選古文
新編古文
高等学校総合国語２三訂版
高等学校精選国語２三訂版
高等学校国語２新版
高等学校古文 三訂版
高等学校新編古典（古文）（二訂版）
高等学校古文（再訂版）
高等学校総合国語２四訂版
高等学校精選国語２四訂版
高等学校国語２改訂版
高等学校新編古典（古文）（三訂版）
高等学校国語２
５１
５１
５１
５１
５１
５１
５１
５２
５５
５６
５８
５８
５８
５８
５８
５８
５８
５８
５８
５８
５８
５９
５９
６１
６１
６１
６１
６１
６１
６２
６２
６２
平成１
１
１
１
１
２
４
４
４
４
７
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大黒連歌
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
花鏡
花鏡
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
花鏡
風姿花伝
風姿花伝
花鏡・風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
花鏡
風姿花伝・花鏡
風姿花伝
風姿花伝・花鏡
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
隅田川
忠度
隅田川
隅田川
井筒
忠度
道成寺
隅田川
隅田川
井筒
井筒
隅田川
道成寺
井筒
旺文社
学校図書
大修館
大修館
大修館
右文書院
右文書院
旺文社
角川書店
三省堂
三省堂
尚学図書
大修館
大修館
第一学習社
筑摩書房
東京書籍
日栄社
明治書院
桐原書店
大修館
旺文社
桐原書店
大修館
大修館
筑摩書房
東京書籍
日栄社
日栄社
明治書院
明治書院
三省堂
東京書籍
東京書籍
大修館書店
大修館書店
筑摩書房
教育出版
右文書院
明治書院
桐原書店
日栄社
明治書院
三省堂
東京書籍
新国語２
高等学校国語２
高等学校国語２
高等学校古典１古文
高等学校古典１総合
源氏物語・大鏡・評論
古典２
高等学校古典２
高等学校古典２
古典２
古典１
新選古典二
高等学校古典２古文
高等学校古典２総合
高等学校古典二古文編
古典２（筑摩）
古典２
古典評論
精選古典２古文編
高等学校古典１（古文編）
高等学校国語２改訂版
高等学校古典２（改訂版）
高等学校古典２（古文編）
高等学校古典２
精選古典２古文編
古典２改訂版
古典２
高等学校古典２
物語文学・評論
精選古典２古文編
総合古典２
高等学校古典
精選古典
古典
古典２
精選古典
古典
精選古典古文
源氏物語・大鏡・評論
精選古典講読（古文）
高等学校古典
古典評論
新精選古典
高等学校古典［改訂版］
精選古典
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
１１
１１
１２
１２
１２
１２
１２
１２
１２
１２
１２
１２
１５
１５
１５
１５
１５
１５
１５
１６
１６
１７
１７
１９
１９
１９
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風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
花鏡
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
風姿花伝
隅田川
隅田川
東京書籍
大修館書店
数研出版
筑摩書房
筑摩書房
桐原書店
大修館書店
大修館書店
大修館書店
大修館書店
右文書院
第一学習社
筑摩書房
明治書院
東京書籍
東京書籍
三省堂
三省堂
桐原書店
桐原書店
大修館書店
大修館書店
数研出版
筑摩書房
古典古文編
精選古典改訂版
古典古文編
精選古典
新編古典
高等学校古典 改訂版
新編古典改訂版
古典２改訂版
精選国語総合
新編国語総合
源氏物語・大鏡・評論
高等学校古典Ｂ
古典Ｂ
精選古典Ｂ古文編
古典Ａ
精選古典Ｂ
高等学校古典Ｂ
精選古典Ｂ
探究古典Ｂ
古典Ｂ
古典Ｂ
精選古典Ｂ
古典Ｂ
物語・史伝選
１９
１９
１９
１９
１９
２０
２０
２０
２４
２４
２５
２５
２５
２５
２５
２５
２５
２５
２５
２５
２５
２５
２５
２６
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付表２ 小・中学校国語教科書における能楽関連教材
（『読んでおきたい名著案内 教科書掲載作品 小・中学校編』（日外アソシエーツ、平成２０）に拠る
作品
ぶす（狂言）
はごろも
柿山伏（狂言）
はぎ大名（狂言）
狐塚（狂言）
雷
萩大名（狂言）
はぎ大名（狂言）
かみなり（狂言）
入間川（狂言）
はごろも
萩大名（狂言）
ぶす（狂言）
はぎ大名（狂言）
かみなり（狂言）
能と歌舞伎
柿山伏（狂言）
末広がり（狂言）
雷（狂言）
膏薬煉（狂言）
ぶす
隅田川
能と歌舞伎
柿山伏（狂言）
清水（狂言）
鬼清水（狂言）
首引き
羽衣の話
蚊ずまふ（狂言）
隅田川
ぶす（狂言）
ぶす（狂言）
はぎ大名（狂言）
末広がり（狂言）
はごろも
熊野
萩大名（狂言）
羽衣の松
ぶす（狂言）
鬼清水（狂言）
雷（狂言）
狂言の演じ方
著者
栗原一登
小山弘志
栗原一登
ストラミジョリ，Ｊ
野上弥生子
戸川秋骨
ストラミジョリ，Ｊ
三宅藤九郎
丸山林平
戸川秋骨
栗原一登
戸川秋骨
戸塚文子
小山弘志
小中別
中
小
中
中
中
中
中
中
中
中
小
中
中
中
中
中
中
中
中
中
小
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
小
中
中
中
中
中
中
中
教科書名
国語中学校第一学年用（二）（教育図書）
ごむまり（光村図書）
国語の教室二（中等学校教科書）
私たちの国語二上（秀英出版）
中学国語二下（大修館書店）
中等国語三下（三省堂）
国語生活上（日本書籍）
私たちの国語二上（秀英出版）
新国語（三）（二葉）
新生国語読本上（冨山房）
ごむまり二年中（光村図書）
国語生活文学編 二年上巻（日本書籍）
国語中学一年文学編全（教育図書）
私たちの国語二下（秀英出版）
新国語文学 二年上（二葉）
新制中等国語文学編 ３年生用（北陸教育書籍）
新生中等国語文学編 ３年用（北陸教育書籍）
新中学国語二下（大修館書店）
中等国語（改訂版）三下（三省堂）
中等新国語文学３下（光村図書）
国語の本六年上（二葉）
新しい中学国語文学 三（開隆堂出版）
新制中等国語文学編 第三学年用（中央書籍）
新制中等国語文学編第三学年用（中央書籍）
中学国語三の下（教育出版）
中学国語三上（学校図書）
中学生の国語一下（修文館）
中学標準国語二下（教育図書）
中学標準国語二上（教育図書）
新しい中学国語文学 三（開隆堂出版）
総合国語中学校用二下（秀英出版）
中等国語三上（池田教科書出版）
模範中学国語三上（実教出版）
改訂 新中学国語二上（大修館書店）
新版しんこくご二年下（光村図書）
中学の国語二下（愛育社）
中学の国語二下（愛育社）
中学国語総合一年下（二葉）
中学国語総合三年下（二葉）
中学国語二下（学校図書）
中等国語（改訂版）三下（三省堂）
中等国語（三訂版）三下（三省堂）
発行年
昭和２４
２５
２５
２５
２５
２５
２６
２６
２６
２６
２７
２７
２７
２７
２７
２７
２７
２７
２７
２７
２８
２８
２８
２８
２８
２８
２８
２８
２８
２９
２９
２９
２９
３０
３０
３０
３０
３０
３０
３０
３０
３０
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かうやくねり（狂言）
膏薬煉（狂言）
清水（狂言）
蚊ずまふ（狂言）
羽衣の話
柿山伏（狂言）
「羽衣」の鑑賞
末広がり（狂言）
ぶす
盆山（狂言）
かうやくねり（狂言）
はぎ大名（狂言）
狐塚
うりぬすびと（狂言）
鬼清水（狂言）
ぶす（狂言）
かき山伏（狂言）
狂言の演じ方
ぶす（狂言）
六人僧（狂言）
末広がり（狂言）
清水（狂言）
かみなり（狂言）
ぶす（狂言）
清水（狂言）
うりぬすびと（狂言）
鬼清水（狂言）
かき山伏（狂言）
狂言について
ぶす（狂言）
ぼんさん
狐塚（狂言）
蝸牛（狂言）
きつね塚（狂言）
しびり（狂言）
ぶす（狂言）
狐塚（狂言）
隅田川
羽衣
羽衣
きつねづか
能と狂言
はぎ大名
武悪（狂言）
ぶす（狂言）
丸山林平
田中允
野上弥生子
三宅藤九郎
小山弘志
小山弘志
小山弘志
三宅藤九郎
小山弘志
河竹繁俊
世阿弥
小山弘志
小山弘志
三宅藤九郎
中
中
中
中
中
中
中
中
小
小
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
小
小
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
小
中等新国語総合編二下（光村図書）
中等新国語文学編三下（光村図書）
改訂版 総合中学国語三の下（教育出版）
改訂版 中学標準国語二上（教育図書）
改訂版中学標準国語二下（教育図書）
国語総合編 中学校二年下（中等学校教科書）
私たちの国語三下（秀英出版）
私たちの国語三下（秀英出版）
新編国語の本６年１（二葉）
新編新しい国語六年（２）（東京書籍）
中等新国語総合編（改訂版）二下（光村図書）
模範中学国語三上改訂版（実教出版）
国語一下（筑摩書房）
新編新しい国語 中学三年上（東京書籍）
中学国語二下（学校図書）
中学新国語二（三省堂）
中等国語（四訂版）三下（三省堂）
中等国語（四訂版）三下（三省堂）
国語三総合中学校用（中央図書）
国語二中学校用（教育図書）
新中学国語総合 新訂版二上（大修館書店）
総合中学国語三訂版３下（教育出版）
国語総合二下（開隆堂出版）
中学校新国語改訂版二（三省堂）
中等新国語（新版）二（光村図書）
新編新しい国語中学三年上 新訂版（東京書籍）
中学国語二（学校図書）
中等国語 五訂版二（三省堂）
中等国語 五訂版二（三省堂）
小学校国語六年上（学校図書）
新しい国語６年２（東京書籍）
国語中学校用二（筑摩書房）
国語二（開隆堂出版）
私たちの国語三（大日本図書）
新しい国語中学二年（東京書籍）
新国語三（三省堂）
新中学国語三（教育図書研）
中学校国語二年上（学校図書）
中等国語三（三省堂）
中等国語三（三省堂）
中等国語三（三省堂）
中等国語三（三省堂）
中等新国語一（光村図書）
標準中学国語３年（教育出版）
小学校国語六年上（学校図書）
３０
３０
３１
３１
３１
３１
３１
３１
３１
３１
３１
３１
３２
３２
３２
３２
３２
３２
３３
３３
３３
３３
３４
３４
３４
３５
３５
３５
３５
３６
３６
３７
３７
３７
３７
３７
３７
３７
３７
３７
３７
３７
３７
３７
４０
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ぶす
狐塚（狂言）
しびり（狂言）
鬼清水（狂言）
萩大名（狂言）
はぎ大名
ぶす（狂言）
しびり（狂言）
狐塚（狂言）
武悪
ぶす（狂言）
鬼清水（狂言）
盆山（狂言）
清水（狂言）
しびり（狂言）
武悪
鬼清水（狂言）
柿山伏（狂言）
盆山（狂言）
しびり（狂言）
清水（狂言）
武悪
柿山伏（狂言）
鬼清水（狂言）
ぶす（狂言）
ぶす
盆山（狂言）
しびり（狂言）
武悪
雷（狂言）
附子
ぶす
雷（狂言）
ぶす
附子
雷（狂言）
附子
ぶす（狂言）
附子
雷（狂言）
ぶす（狂言）
附子
附子
雷（狂言）
附子
小山弘志
三宅藤九郎
小山弘志
三宅藤九郎
小山弘志
三宅藤九郎
小山弘志
北村寿夫
三宅藤九郎
小山弘志
三宅藤九郎
北村寿夫
北村寿夫
三宅藤九郎
三宅藤九郎
山本東次郎
木下順二
山本東次郎
茂山千五郎
木下順二
茂山千五郎
中
中
中
中
中
中
小
中
中
中
中
中
小
中
中
中
中
中
小
中
中
中
中
中
小
小
小
中
中
中
小
小
中
小
小
中
小
小
小
中
小
小
小
中
小
現代の国語中学２（三省堂）
国語二中学校用（筑摩書房）
新編 新しい国語中学二年（東京書籍）
中学国語三（学校図書）
中等国語新訂版三（三省堂）
中等新国語一（光村図書）
小学校国語六年下（学校図書）
新訂中学国語２（教育出版）
新版 国語２中学校用（筑摩書房）
中学校現代の国語新版３（三省堂）
中学国語２（日本書籍）
中学国語三（学校図書）
新編新しい国語６下（東京書籍）
新しい国語二（東京書籍）
新版 標準中学国語二（教育出版）
中学校現代の国語最新版２（三省堂）
中学国語二（学校図書）
中学国語二（日本書籍）
新訂新しい国語６下（東京書籍）
改訂 標準中学国語二（教育出版）
新訂 新しい国語二（東京書籍）
中学校現代の国語最新改訂版２（三省堂）
中学国語２（日本書籍）
中学国語二（学校図書）
小学校国語六年上（学校図書）
新版国語６年下（教育出版）
新編新しい国語６下（東京書籍）
新版 中学国語２（教育出版）
中学校現代の国語２新版（三省堂）
中学校国語一（学校図書）
国語六下希望（光村図書）
小学国語６年下（教育出版）
中学校国語一（学校図書）
改訂小学国語６年下（教育出版）
国語六下希望（光村図書）
中学校国語一（学校図書）
国語六下希望（光村図書）
小学校国語六年上（学校図書）
新訂小学国語６下（教育出版）
中学校国語一（学校図書）
小学校国語六年上（学校図書）
小学国語６下（大阪書籍）
新訂小学国語６下（教育出版）
中学校国語１（学校図書）
小学国語６下（大阪書籍）
４１
４１
４１
４１
４１
４２
４３
４４
４４
４４
４４
４４
４６
４７
４７
４７
４７
４７
４９
５０
５０
５０
５０
５０
５２
５２
５２
５３
５３
５３
５５
５５
５６
５８
５８
５９
６１
６１
６１
６２
平成１
１
１
２
３
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清水
附子
柿山伏（狂言）
雷（狂言）
附子
附子
清水
柿山伏（狂言）
附子
附子
附子
狂言柿山伏／柿山伏に
ついて
清水
柿山伏（狂言）
狂言と漢字
井関義久
木下順二
和泉元秀
茂山千作
井関義久
和泉元秀
茂山千作
茂山千作
山本東次郎
井関義久
野村萬斎
小
小
中
中
小
小
小
中
小
小
小
小
小
中
中
新しい国語五上（東京書籍）
新訂小学国語６下（教育出版）
現代の国語２（三省堂）
中学校国語１（学校図書）
国語六上創造（光村図書）
小学国語６下（大阪書籍）
新編新しい国語五上（東京書籍）
現代の国語２（三省堂）
国語六上創造（光村図書）
小学国語６下（大阪書籍）
小学国語６下（大阪書籍）
国語六上創造（光村図書）
新編新しい国語四下（東京書籍）
現代の国語２（三省堂）
伝え合う言葉 中学国語１（教育出版）
３
３
４
４
８
８
８
９
１２
１２
１４
１７
１７
１８
１８
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